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○議事日程 

   日程 第 １ 一般質問について（議員提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前 ９時５９分開議］ 

○議長（中山五男）  議場内の皆さん、おはようございます。本日も、傍聴席をたくさんの

方が埋めつくしておりますが、連日の猛暑の中、まことに御苦労さまです。 

 ただいま出席している議員は１７名全員です。定足数に達しておりますので、ただいまから

会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付したとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 一般質問について 

 

○議長（中山五男）  日程第１ 一般質問を通告に基づき行います。なお、議会運営に関す

る申し合わせにより、質問者の持ち時間を質問と答弁を含めて９０分としておりますことから、

議長において時間を計測し、持ち時間の９０分を超えた場合は制止いたしますので、御了解願

います。質問、答弁は簡潔明瞭に行うよう、この際お願いしておきます。 

 通告に基づき３番渋井由放議員の発言を許します。 

 ３番渋井由放議員。 

〔３番 渋井由放 登壇〕 

○３番（渋井由放）  皆さんおはようございます。ただいま中山議長から発言の許しをいた

だきました３番渋井由放でございます。本日は、早朝より多くの皆様が議場にお越しをいただ

きました。まことにありがとうございます。 

 一般質問通告書に従いまして質問をさせていただきます。執行部におきましては、明快なる

答弁をお願いをいたします。 

 それでは、質問に入ります。本日の質問は７点でございます。まず、１点目は道の駅につい

てであります。昨日、同僚議員の質問で凍結されておりました道の駅構想が、凍結が解除され

まして前向きに進めていく。今年度中には方向を決める。このようなお話でありました。次な

るはその中身、運営の方法であります。特徴のある道の駅をつくるために、いろいろな方がお

集まりになって検討するということでございましたが、その中でも市長がこうだというような

考えていること、この辺を伺うものであります。 

 ２点目は、いじめの問題でございます。今、テレビ、ラジオその他で大きくいじめ問題がク

ローズアップされてまいりました。これは今さら言うまでもなく、前々からこの問題について

は対策が講じられてきたわけでございますが、一向に減少傾向にないということで、改めて強

く印象づけられたところでございます。いじめ問題の根絶に向け、どのように取り組んでいる

のか、教育長の考えを伺うものであります。 
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 ３点目は、危機管理についてであります。危機管理室を設け、全国にも先駆けて原子力災害

時暫定対応行動計画を策定をいたしました。最悪時には、災害相互応援協定を結んでいる豊島

区や埼玉県和光市に避難民の受け入れや行政機能移転を要請するということになっております。 

 この内容について、関係自治体との細かい協議ができているのか。また、できているとすれ

ば、どのような内容になっているのかを伺うものであります。 

 ４点目は、情報漏洩防止の取り組みについてであります。平成２３年９月定例会や平成

２４年３月定例会でも関連の質問をさせていただいているところでございます。多くの情報漏

洩につきましては、ヒューマンエラー、いわゆる人のミスというものでございます。２月には

事故対応手順書を作成して、情報セキュリティーポリシーに基づいて職員研修を実施している

ものと思います。どのような研修を行ったのか、また、効果が検証されているのかを伺うもの

であります。 

 ５点目は、学校給食センターの運営であります。学校給食センターが９月３日から稼働いた

しました。子供たちが待ちに待ったおいしい温かい給食が、これから毎日つくられていくわけ

であります。まずは、イニシャルコスト、ランニングコストということがございまして、大き

なお金をかけて建設をした。そして、今後はその運営をしていく。そういう運営をしていく中

で、設備や委託業者へのチェック、そのことがどのように行われていくのか、伺うものであり

ます。 

 ６点目は、東京ソラマチについてでございます。平成２４年５月２２日、東京スカイツリー

が営業を開始いたしました。多くの来場者でにぎわいを見せているというニュースでございま

すけれども、残念ながらいまだに行けないのがちょっと心残りでございます。 

 併設する都内最大級の商業施設、東京ソラマチには栃木県初のアンテナショップ、とちまる

ショップがオープンをいたしております。県産品１,０００点以上を販売しているとのことで

ございますけれども、当市関連商品は何点ぐらいあり、売り上げはどのくらいか。また、観光

ＰＲコーナーを設けたということでございますが、当市の取り組みはどのようになっているも

のか伺うものであります。 

 ７点目は、老人施設の公募についてであります。第４期介護保険事業がスタートをいたしま

した。住みなれた地域で自立した生活を目指し、老人施設の公募を進めているところでござい

ます。介護保険料が値上がりをしております。そういう中で、こういうことを進めてまいるわ

けでございます。その内容はどのようなものなのか伺うものであります。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 
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○市長（大谷範雄）  ただいまは３番渋井由放議員から、道の駅についてから老人施設の公

募についてまで、大きく７項目にわたりまして御質問をいただきました。その質問順序に従い

ましてお答えをいたします。 

 まず、第１番目の道の駅についてお答えをいたします。道の駅の建設計画につきましては、

昨日、板橋議員の質問にもお答えをしたところでございますけれども、平成２３年３月に庁内

プロジェクトチームによる道の駅整備基本構想を策定いたしましたけれども、直後に東日本大

震災に襲われまして、本市ではその復旧、復興を優先をするために、道の駅整備事業を凍結を

し、現在に至っているところでございます。 

 各地の道の駅の状況を見てまいりますと、高速道路のインターチェンジや主要幹線道路沿い

で幅広い商品を扱っているところもあれば、小規模で採算性が難しいところもあるようでござ

います。昨年、道の駅やいた、しもつけがオープンをいたしました。ことしも湧水の郷しおや、

うつのみやろまんちっく村が供用を開始いたしまして、県内の道の駅は２２カ所となっており

ます。 

 これらの状況を勘案の上に、道の駅の機能や運営方法、採算性につきまして検討を加え、さ

らに整備の是非も含めて協議をするため、道の駅を担当する県の機関、ＪＡ、商工会、観光協

会、農業委員会、農産物直売所協議会といった関係団体あるいは先進の道の駅関係者、そして

議会議員の皆さんをメンバーとする新たな検討組織を立ち上げまして、本年度中に方向性を決

定をしてまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、いじめ問題につきましては、教育長答弁とさせていただきます。 

 ３番目の危機管理についてお答えをいたします。昨年の東日本大震災では、本市でも多大な

被害を受けました。その教訓を生かし、昨年９月に地域防災計画の一部を見直して、危機管理

マニュアルを策定したところであります。 

 危機管理マニュアルは、職員行動用といたしまして、風水害対策、震災対策に加えて原子力

対策にも対応いたしております。これは大震災に伴う福島第一原発の放射能漏れ事故という国

の原子力行政にまで多大な影響を及ぼした未曽有の大事故を受けて策定したものでございます。 

 本市は、茨城県の東海第二原発の５０キロ圏内にございますが、福島第一原発事故では、

４７キロ離れた飯館村が全員避難を前提といたした計画的避難区域に指定をされております。

有事における初動体制とその後の行動計画を明確にする必要があると判断をしたためでありま

す。 

 策定にあたりましては、原子力発電所が立地をする県及び市町村の地域防災計画及びマニュ

アルを参考にしながら、災害発生直後から計画的避難区域設定後にかけて、市が行うべき情報

収集や市民への情報伝達、広報、緊急モニタリング調査、協力体制などを定め、いつ発生する
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かわからない災害に極力混乱なく対応するための暫定対応行動計画でございます。 

 マニュアルでは、風水害対応体制といたしまして、注意体制から非常体制まで配備職員の基

準を定めているほか、河川の水位別の非常配備基準、土砂災害の基準も定めております。 

 さらに、新しく職員を各地域別に割り当てた地域班制度も取り入れました。これは大災害発

生時に、各地域が適切に対応できるよう日ごろから災害に対する備えや職員間の連携を意識づ

けるために、全職員を地域別に班編成し、平常時から土砂災害警戒区域等の把握、避難所の把

握、各自治会や地元消防団との連絡体制の確認などを行うものでございます。 

 一方、災害時の対応を実際に体験する避難訓練も欠かせません。これまで月次地区、興野地

区などで行ってまいりましたが、先の日曜日には本市と栃木県が合同で総合防災訓練を大桶運

動公園で開催いたしました。訓練には、県の消防はもちろん警察署、自衛隊、ＮＴＴなども参

加し、大規模な救助訓練が行われまして、議員各位にも御出席をいただいたところでございま

す。 

 今後はそれぞれ地域で避難訓練を実施できる体制づくりが必要であると感じております。そ

の１つが自主防災組織であります。大震災以降、各地域では自主防災組織を結成する動きが活

発となっております。小倉地区を皮切りに他の地域にも広がりつつございます。地域住民みず

からが独自の防災計画を策定をし、平時から災害対策を心にとどめ、訓練を実施することは非

常に有効であります。 

 市といたしましては、今後とも各地区の自主防災組織の結成を全面的に支援をしてまいりた

いと考えております。また、職員を対象とした訓練も随時行っていきたいと考えております。

ことし３月１１日には、大震災の教訓を生かすために招集訓練を実施いたしました。また、先

の総合防災訓練におきましても、全職員に一斉招集メールを配信するシステムを運用してきた

ところでございます。 

 現在、県では地域防災計画の修正作業を進めております。新たに原子力災害対策編を策定す

ることにいたしております。原子力災害と地震、台風などの大規模自然災害が同時にまたは相

前後して発生する総合災害も想定をしておりまして、福島、茨城両県のほか、新潟県の原発も

対象といたしております。 

 これに関連をいたしまして、８月初めには福島第一、第二原発と新潟県柏崎刈羽原発を持つ

東京電力と東海第二原発を持つ日本原子力発電と覚書を締結いたしております。これは原子力

事業者に原発に異常や事故があったとき、直ちに県に通報し、その対策を報告するものでござ

います。原発立地自治体のように立入検査や再稼働の事前承認などは盛り込まれておりません

が、県では県民の安全確保のために、これらについても継続をして協議を続ける意向でありま

す。 
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 本市では昨年、地域防災計画の一部を見直しましたが、県の計画が正式決定をされれば、県

の対策と整合性を図り、原子力災害対策編を含めた地域防災計画を策定をすることといたして

おります。 

 最後に、原子力災害暫定対応行動計画にございます関係自治体との協議につきましては、現

在のところ具体的な話し合いは進んでおりません。これは国において市町村、都道府県の区域

を越える被災住民の受け入れ、広域避難、これが円滑に行えるよう地方公共団体間の被災住民

の受け入れ手続、都道府県、国による調整手続に関する規定が創設をされたところでございま

して、現在、その動向を見きわめているところでございます。 

 次に、第４番目の情報漏洩防止の取り組みについてお答えをします。渋井議員から昨年の

９月定例会におきまして、データの漏洩防止に関する御質問をいただきました。情報漏洩事故

の多くは、人的ミスにより発生をしておりますことから、情報の管理と職員教育の充実の御意

見をいただいたところであります。 

 市といたしましては、業務系・情報系システムの再構築にあわせまして、昨年１１月、情報

セキュリティー向上のための技術的対策を実施しますとともに、２月には情報セキュリティー

事故対応手順書を策定したところであります。職員教育では、４月に新採用職員を対象といた

しまして、那須烏山市情報セキュリティーポリシーに基づく情報セキュリティー研修を実施を

し、個人情報の取り扱い、情報漏洩防止、情報セキュリティーポリシーの遵守について徹底を

図ってきたところであります。 

 また、情報通信技術の発展によりまして、情報セキュリティー上の脅威も日常的になってき

ておりまして、新聞報道等においてはサイバー攻撃や情報漏洩事故のニュースが絶えない状況

であります。このため、市といたしましては、インターネット利用における運用面での情報セ

キュリティーについて、庁内の情報セキュリティー委員会及び情報セキュリティー推進班で協

議をし、対策の強化を図ってまいりました。今年度は全職員を対象に情報セキュリティー事故

対応手順書の徹底と情報セキュリティーに関する最新事情等をテーマといたしました情報セキ

ュリティー研修の開催を予定をいたしております。 

 今後は、市が保有する情報資産の適切な保護のため、情報システム機器全体のセキュリティ

ー強化はもちろんのこと、職員の情報セキュリティーに対する意識の向上を図るため、情報セ

キュリティー研修を定期的に開催をし、情報漏洩防止に努めてまいりたいと考えております。 

 第５番目の学校給食センターの運営及び維持管理についてお答えをいたします。学校給食セ

ンターは、衛生管理の徹底をした安全、安心の施設とすることを基本に建設事業を推進してま

いりました。今後の管理運営におきましても、安全性と効率性を両立させるよう意識をし、安

心しておいしい給食を子供たちに提供してまいりたいと考えております。御理解を賜りたいと
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思います。 

 なお、設備のチェックにつきましては、それぞれ専門業者による保守管理を外注委託し、長

期間使用できるようメンテナンスをしっかりと行ってまいりたいと考えております。 

 また、調理配送業務委託につきましても、委託業者に任せきりにせず、作業現場におきまし

ては、栄養士が専門的な立場で管理、指導するとともに、給食センター担当職員と委託業者が

定期的に打ち合わせ会議を行い、情報交換等を行うことでチェックをし、品質サービスの維持

向上を図ってまいりたいと考えております。 

 ６番目の東京ソラマチについてお答えをいたします。東京スカイツリーが開業いたしまして

３カ月となりました。併設する商業施設、東京ソラマチに出店をいたしました栃木県のアンテ

ナショップとちまるショップの盛況ぶりが、過日の新聞紙上で報道されたところであります。 

 とちまるショップには、県内市町から１,２００品目を超える物品が展示販売されておりま

して、１日平均の売り上げ金額約８４万円と、日を追うごとに大きく向上をしております。 

 本市からも特産品として地酒を初め５社から１４品目を出店しておりますが、７月分の総売

り上げに対する本市の売り上げ割合は０.２％でございます。本市の特産であります農産物、

水産物は、生物のため販売できないという制約もございますが、開店３カ月を経て人気商品と

売れ行きの鈍い商品の違いも見え始めてまいりました。 

 運営業者では今後店舗内の品目数を１,０００品目程度に絞り込み、店舗内の雑多感を排除

して商品の売り上げ向上を図ることを検討していると聞いております。しかし、これは新規出

品を規制する趣旨ではございませんので、本市といたしましては出品できる商品の開拓を進め

てまいる所存であります。 

 また、とちまるショップに併設をされましたイベントスペースは７月１日から使用可能とな

りまして、本市からは７月７日、８日の２日間山あげ祭を初めとする観光キャンペーンに活用

したところでございます。 

 とちまるショップは、県のアンテナショップとして首都圏に栃木のよさをアピールする有効

な施設でございます。本市でも一部経費負担をしておりますことから、最大限に有効活用を図

ってまいる所存でございます。 

 ７番目の老人施設の公募についてお答えをいたします。本市では少子高齢化が急速に進行し

ておりまして、平成２６年度には高齢化率が３０％を超える見込みとなっております。今後も

この傾向はさらに進み、核家族化の進行や扶養意識の希薄化、共働きの増加等によりまして、

ひとり暮らしや高齢者世帯、認知症高齢者等が増加をしていくものと考えられます。 

 このため市民の健康づくりと生きがいづくりを推進をし、多様な生活支援サービスを充実を

し、市内の高齢者が地域で安心して生涯を過ごせる総合的施策を計画的に実施する必要がござ
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います。 

 これらの状況を踏まえまして、市では高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画を策定した

ところでございます。本市ではさまざまな事情で在宅生活が困難な方に対しまして、施設居住

系サービスの基盤整備が必要でございますが、入所待機者が大変多く、施設入所は順番待ちの

状況にございます。 

 このため計画では、平成２４年度から平成２６年度までの３年間、介護老人福祉施設（特別

養護老人ホーム定員１０９人）、認知症対応型共同生活介護（グループホーム定員１８人）、

小規模多機能型居宅介護（定員２５人）、特定施設入居者生活介護事業者（有料老人ホーム定

員５０人）を新たに整備し、安心して暮らせる思いやりのまちづくりを目指しております。 

 計画に基づきまして、ことし４月には特定施設入居者生活介護事業者、これは有料老人ホー

ム定員５０名の公募を行いまして、５月下旬に事業者を決定したところであります。計画に掲

載をいたしました平成２４年、平成２５年度整備予定のその他の老人保健福祉施設の整備につ

きましては、施設を設置運営する法人を７月に募集をしたところでございます。 

 応募状況は、地域密着型特別養護老人ホーム（定員２９人）に２事業者、平成２５年度整備

対象の広域型特別養護老人ホームの増床分（定員３０人）に１事業者、認知症対応型共同生活

介護施設（グループホーム定員１８人）に１事業者、小規模多機能型居宅介護拠点施設（定員

２５人）に１事業者の応募がございました。現在、老人保健福祉施設整備法人審査委員会で選

定作業を行っているところでございますが、９月中旬には施設整備事業者が決定される予定で

ございます。 

 以上答弁を終わります。 

○議長（中山五男）  池澤教育長。 

○教育長（池澤 進）  いじめ問題の取り組みについてお答えを申し上げます。滋賀県大津

市で、中学２年生の男子生徒が自宅マンションから飛び下りたという報道に触れ、大変心を痛

めております。 

 また、茨城県や埼玉県、大分県あるいはけさの北海道の事案等、いじめ問題が原因でみずか

らの命を絶った若者がいることはまことに残念であります。亡くなられた方々の御冥福を心よ

りお祈り申し上げますとともに、心から哀悼の意を表したいと思います。 

 このいじめ問題につきましては、那須烏山市におきましても残念ながらゼロではございませ

ん。各学校のいじめの根絶を目指し、市教育委員会といたしましても一層の支援をしてまいる

つもりであります。 

 那須烏山市における今年度当初から８月までのいじめ認知件数は、小学校、中学校ともにそ

れぞれ１１件であります。そのうち既に解消しているものが小学校７件、中学校１０件、継続
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しているものが小学校、中学校合わせて５件ございます。 

 いじめの内容は、冷やかしやからかい、悪口、軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたか

れたりするものがほとんどでありますが、児童生徒が実際にけがをし、治療を要したいじめも

１件発生しております。被害者及び加害者の家庭及び関係機関と連携を密にし、早急に対応し

た結果、このいじめ問題については既に解消しております。 

 今回、大津市の事件を受け、各学校では全職員でいじめ問題への取り組み状況について再点

検を行い、いじめに関するアンケートの結果を見直したりしております。また、全校集会や生

徒集会での児童生徒への講話や指導、学校だよりを保護者に啓発資料として随時配布して理解

を求めております。 

 学校は児童生徒一人一人が生涯にわたって心豊かに主体的、創造的に生きていくことができ

る資質を培い、集団活動を通して社会の形成者として必要とされる能力や態度を育てる場であ

ります。このような学校において、いじめによる被害に苦しむ児童生徒がいることを教育に携

わる一人として重く受けとめております。 

 いじめの未然防止、早期発見、早期対応、そして、早期解決など、いじめ根絶に向けた取り

組みが今後一層進められますよう市教育委員会として全力で取り組んでまいるところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  １回目の答弁、明快にいただきました。確認したい事項が数点ござい

ますので、２回目の質問をさせていただきます。 

 まず、１点目の道の駅についてでございますが、同僚議員からこれはもう質問がありまして、

その中身で大体はわかっておるんですが、私の違った角度で提案と申しますか、考え方、道の

駅を進めるにあたって、ひとつこういう考え方があるのではないかというような観点から、お

話をさせていただきたいと思います。 

 まず、道の駅というのは国土交通省、昔の旧建設省時代からありまして、トイレと駐車場を

つくってここでゆっくり車が休めるというのが、基本的な道の駅。その隣に農産物直売所をつ

くって販売をしようというのは、今またレストランをつくろうというのはまた別な施策、いわ

ゆる農林水産省の施策、それが合体して今は１つの道の駅という考えになっております。 

 ところが、最近は川の駅と道の駅というのが合併したものがあちこちにできております。

１番最初にできたのは道の駅、川の駅、水の郷さわらというところだそうでございます。これ

は利根川下流域にありまして、たびたび水害に襲われたというような地区でございます。そう

いう中にあって、これは半分国土交通省の川の情報発信、そして、河川の防災ステーションな
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どが併設をされておりまして、片方は一般国道３５６号線の地域交流施設の道の駅と。これが

一緒になっているわけでございます。 

 もう一つ、ここに資料があるのは、上田道と川の駅ということでございまして、上田ですか

ら千曲川になるんでしょうかね。その千曲川の河畔と道路の間のところにヘリポートを備えて

ドッグランなんかも備えておりますが、ウオーキングコースですとか、かなり大きい国道

１８号に隣接し、千曲川に隣接した、そういうようなところ、これは、両方とも防災ヘリコプ

ターがおりられるようになっております。 

 私の考えといたしましては、国土交通省が那珂川上流出張所というのが烏山にありまして、

国土交通省で広い土地を持っております。その広い土地は山あげ大橋のあのちょうどおりたと

ころでございまして、そこいら辺を国土交通省とお話をしまして、こんなことを言ったら怒ら

れちゃいますが、道の駅、川の駅の両方の構想を少し探っていただくと、土地を購入すること

もなく、国土交通省の土地を勝手に利用するわけにはいきませんが、逆に国土交通省で那珂川

の防災という点にも力を入れていただいて、防災拠点をつくり、それで道の駅、そして農業の

交流ということで施設をつくる。こういうような考えが１つどうだろうかなということと。 

 あといろいろな方に中に入ってもらってお話をしてものをつくっていくんだということでご

ざいます。そういう中に、私ども、烏山の災害に強いまちづくりを考える議員の会ということ

で、その那珂川の災害に対して議員として一生懸命対応しようというような中で、漁業組合、

きのう同僚議員から質問がありまして、２つあるという中で、統一はどうだということでござ

いましたが、まだ、片方の漁協さんとしかお話はしておりませんけれども、その道の駅の那珂

川の観光に大きく寄与していただいているのかなと思うんですね。 

 今まで行政とのつながりが少なかったと言っておりました。ですから、こういう道の駅構想、

もし川の駅構想なんていうことになると、よけいなんですけれども、そういうところもぜひ参

加をしていただいたらいいのではないか。また、そのほかに農業団体としてはＪＡは非常に大

きいあれがありますが、この辺では酪農なんかをやられている方もおります。被災をした温泉

のところには、ヨーグルト、飲むヨーグルトなんていうようなものもやっておりましたので、

そういういろいろなノウハウもあるのかなというようなことで、そういう酪農関係の皆様も入

れてみたらどうか。こういうふうに思うんですけれども、その辺のところ、どなたか回答をお

願いします。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  再度の答弁になりますけれども、まず、内部のプロジェクトチームの

基本構想まではできましたが、今後、先ほどもお答えをいたしましたように、各界、各層から

のお集まりいただきました検討委員会を早急に立ち上げる準備をいたしております。その中で、
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今年度中にその道の駅あるいはそういったものの運営の是非も含めて方向性を出してまいりた

い。これがまず前提でございますので、御理解いただきたいと思います。 

 そして、今、御提言があった仮にそういった方向性が出たと、道の駅構想あるいは川の駅構

想が出たということであれば、今の御提言は大変私は建設的で名案だと思います。このチーム

の中にはぜひ漁業組合の皆さん方も入っていただきたいし、酪農組合の皆さんも入っていただ

きたい。また、そのほか、いろいろとまちおこしに積極的な団体があると思いますので、そう

いったところを総合的に入っていただいて、オール那須烏山市の検討委員会として方向性が出

せればと思っております。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  ぜひこの道の駅、川の駅構想をしっかり検討していただく。何よりも

私、ちょっとこれ、インターネットで調べましたが、今回は防災という点が非常に大きいんで

すね。一番最初にこの震災で防災機能という話があったのかなと思っておりましたら、新潟県

の中越地震、これを契機に防災拠点の機能が追加をされた。こういうことなんですね。 

 主な機能としては、断水時でも使用可能なトイレ、非常食、飲料水の備蓄、停電時の非常用

電源の確保等があると。こんなようなことになっているそうです。この辺も非常に大きなテー

マでございますので、この防災拠点という考え方ですね、今、話した２つのところには防災ヘ

リコプターがつくスペースもあるということでございます。 

 それで、その辺のところの考えはもちろんこれから考えていくわけですが、私、道の駅あち

こち歩かせてもらっております。しおやのオープンのときにはピザ焼きをやらせていただいた

りしておりますんですけれども、特徴ある道の駅をどういうふうにしたらいいんだというふう

な観点であちこち歩きましたが、茨城県の大子には温泉施設があって、さくら市の喜連川にも

温泉施設がありましてね、多くの皆様がそこで憩いといいますか、安らいでいるという。 

 平成２３年度の行財政報告書でございます。そこの１７２ページを見ていただくと、観光施

設の入れ込み状況が出ております。残念ながら、こぶしの湯は震災により休館ということでご

ざいますが、今、現在は。平成２２年度は８万９,４８１人の方が利用をされている。観光施

設の入り込み状況では、ぶっちぎりなんですね。２番手が龍門ふるさと民芸館、これが３万２,

３９５人です。そして、山あげ会館が８,４６５人ということで、簡単に言いますと、温泉施

設があればお客さんが来てくれるというのが如実にあらわれているわけでございまして、その

温泉施設ですね、果たしてあそこを掘ったら温泉出るのかということも問題かとは思うんです

けども、場所によっては。那珂川の上流の那珂川町の広瀬温泉というのがありますが、あれな

んかは川の中から出ておりまして、川の近くでも出るのかなと。 

 ちょっと私、自慢になるというか、私だけの自慢なんですが、あれは私のおじいちゃんが掘
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ったそうなので、掘って地域も潤っているのかなというふうに思っております。その辺も多岐

にわたるサービス、もちろん考えてはいるとは思うんですが、その辺を含めた構想ということ

を市長、どのように思いますでしょうか。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  仮にそういった方向性が出た場合と仮定をした場合でございますけれ

ども、昨日も板橋議員にお答えをいたしましたけれども、基本構想の中で、まずは大震災を教

訓とした防災機能を加味した整備というような構想もございますので、ひとつ御報告を申し上

げておきます。 

 また、特徴のある道の駅は当然必要でございますので、那須烏山市らしい特徴のあるところ

で今、温泉ということでございますが、確かにこぶしヶ丘温泉は当初１５万人ぐらい入ってお

りましたけれども、震災前までで大体８万人ぐらいに落ち着いたと思います。それぐらいやは

り温泉施設は大変お客さんが呼べるということは、今、議員御指摘のとおりでございます。 

 今後立ち上がる検討委員会の中で、那須烏山市らしい特徴のある施設はどうかと、仮にこの

方向性が見え出した場合に、そういったところも御検討いただければと考えております。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  ぜひ栃木県内の２２の道の駅だけの検討ではなく、日本全国、また下

手したらば海外のものでも何でも結構なんですけれども、そういういいアイデアを出して、そ

ういうアイデアがないと当然お客さんが来ない、お客さんが来ないと赤字になるということに

なりますので、さまざまな角度から検討をしていただければと。 

 また、議員もその中に入るというようなことでもありますので、我々も一生懸命勉強して提

案、提言ができるようにしたい。こういうことで１点目については質問を終わらせていただい

て、次、２点目のいじめ問題についてでございます。 

 教育長からお話をいただきました。このいじめ問題というのは、子供の世界だけではなく、

大人の世界にもあるということが現実的でございまして、いろいろな角度で検討しても、これ、

どうしてもなかなか減少しないとかいうか、根絶できないというのが本当ではないかなという

ふうに思います。 

 ただ、今、教育長がおっしゃいますように、小さい子供が誰にも相談することができなくて、

悩んで悩んで、そして命を絶ってしまう。これほど悲惨なことはない。これは誰でも同じく考

えていることだと思います。そういう中にあって、いよいよ国も重い腰を上げて、予算をつけ

ると。こんなような形になってきているようですね。全公立中学校にカウンセラーを置く。そ

のために文部科学省は７３億円を要求するということになっております。 

 これまでは国はいじめ問題について踏み込み不足の面があったと。今後は正面から向き合い、
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積極的にかかわっていく。こんなようなことを申しておりますが、いまさら遅いということだ

と思うんですね。まず大津のいろいろなことを受けて、各市はこれをやったからいいのかとい

う問題はまた別として、いじめ対策のさまざまなことを各市はやってきております。 

 岐阜県可児市ですが、これは子供のいじめの防止に関する条例を９月議会に提案をすると発

表したということですね。いじめが起きたときに、調査し、解決に向けた調整をするいじめ防

止専門委員会を設置をするということですね。あとは佐賀県多久市というんでしょうかね、や

はりいじめ問題が起きた場合は、実態を調べるほか問題が起きなくても定期的に会合を開いて

状況報告を受け、専門家としての意見を出すという、その市が委嘱するんですかね、外部の有

識者。そういうような条例案をやはり９月市議会に提出する。 

 市教育委員会が委嘱する人は、弁護士、学識経験者、臨床心理士、警察関係らで構成し、任

期が２年、必要と認めれば会議に教師やＰＴＡなど関係者を呼ぶこともできる。こんなような

ことで、市長はこういうふうに言っているそうです。発生してから大変だとならないよう、報

告と情報交換で現場としっかり連携し、子供たちの生活を守っていきたい。こういうことでご

ざいます。 

 それで、何を言わんとしているかというと、実際、学校では真剣に取り組んで一生懸命やっ

ていただいている。これは誰もが認めるところだと思うんですね。その外部の人のかかわりも、

もしかすると必要ではないかというふうに思うわけでございます。これは下野新聞の７月

２６日木曜日のいじめ緊急調査という記事でございまして、教員の余裕づくりが先と、こうい

うふうにあるんですね。学校現場に聞くと、教員は朝の出欠確認の声だけで子供の変調はわか

る。いじめのサインにも気づく。気がつかなかったとすれば、多忙で余裕がないせいだという。

学校内の事業仕分けが必要だとしている。こういうことでございます。 

 私、同級生に教頭が２人おりまして、あと身内にも学校の先生がいるのでちょっと聞きまし

た。そうしたら、学校でやっていることはいいことだと。全てがいいことなものだから、それ

をやめられないんで、積もり積もって非常に仕事が重くなっている。かといって、どれを事業

仕分けして整理整頓するんだということになると、いいことなのでなかなか整理整頓できない

んだと、こういう話でございます。 

 昔は学校放課後、先生同士が囲碁を打っていた。将棋をやっていた。子供たちと一緒に遊ん

だ。そういうことがあったんだと。今はそれができなくてパソコン開いて、下手したらうちま

で仕事を持ってくる。こういうようなことを言っていました。まず、そのやめられない、とま

らないという宣伝がありますが、いいことなのでやめられないというのはわかるんですが、そ

の中の事業仕分け、これがもし先生ができないとすれば、別のいじめ問題の対策の外部の委員

云々というのはまた別ですが、そういう全体的な外部の方にいろいろ相談をして、学校の改革



平成24年第７回９月定例会 第３日 

－190－ 

を図っていく。また、そういう方には条例云々は別にしましても、ただで来てくれというのも

また問題ですから、しっかりお金を払って真剣にそういう対策に対してやってもらう。那須烏

山市は、いじめに対してはお金も使うし、人も使うし、何でもやるぞというような形で、全国

に発信をしてもらうぐらいの考えでやって、根絶に向けて取り組んでいってもらいたい。こう

いうふうに思うんですが、教育長、いかがですか。 

○議長（中山五男）  池澤教育長。 

○教育長（池澤 進）  本当に高い見識を持たれていて大変ありがたく思います。早速でご

ざいますが、学校現場、よく御存じで、本当に教師の多忙がひしひしと現実の課題でございま

す。事業仕分けというお話もございました。私もまさに同感でございます。市では、足元のこ

と、いわゆるいじめや不登校問題の足元のこと、それを中長期的に分離する、二様に分けて。 

 したがいまして、いじめ、不登校については平成１９年の５月３１日に、いじめ、不登校対

策協議会見解を、これが中長期的な足元の問題については学校、いじめあるいは不登校の問題

で先生が悩んでいるという情報を随時私ども頂戴したいし、その折には、指導主事を派遣して

あるいはすこやか推進室の臨床心理士や室長を派遣し、この問題について学校側あるいは担任、

担当と真摯に話し合いをし、早期の解決に努力をしているところでございます。 

 おかげさまで、すこやか推進室、忙し過ぎて本当に何時に帰るのかわからないような現実も

ございます。職員がまいってしまうのではないかと心配しております。今度は私ども教育委員

会の事業仕分けも考えていかなくちゃならないなと。その分、学校や保護者や子供たちは安堵

して日々子供たち、自分の夢に向かって学習環境を整えられる、このようになってきている事

実も御説明申し上げ、答弁とさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  大変難しい問題でございますけれども、子供たちが悩んで悩んで、最

後行くところがなくて自殺してしまう。これを何とか防止するために、言い方は悪いんですが、

自分の仕事をよく整理整頓をして、これはもうやめようという先生の中の学校の中の事業仕分

けをしっかりやっていただいて、子供たちに向き合ってもらうというようなことをお願いを申

し上げまして、２点目の質問は終わらせていただきます。 

 ３点目は、危機管理でございます。この危機管理につきましては、本当に全国に先駆けて原

子力災害への対応ということでございました。烏山の地域防災計画ということも風水害、原子

力にかかわらず、そういうものを改正したところでありますが、これを運営するにあたって、

私、今、いろいろ話をしている中で、市長が初動体制における決定権者というのがあるんです

ね。きのう、同僚議員もこの辺がちょっと質問になりましたが、警戒体制のときの決定者は副
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市長になっているんだと思うんですが、その辺は間違いないでしょうか。 

○議長（中山五男）  清水危機管理室長。 

○危機管理室長（清水敏夫）  間違いございません。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  そして、第１の代表者が総務課長で、次が危機管理室長。こんなよう

なことになっているそうでございます。それで、警戒本部は副市長を本部長として教育長、全

参事、課長で構成するものとすると、こんなようなあんばいになっておりますが、そうすると、

副市長が今現在不在ということは、警戒体制のときは総務課長がトップと考えてよろしいんで

しょうか。 

○議長（中山五男）  清水危機管理室長。 

○危機管理室長（清水敏夫）  はい。そのような形で進めていきたいと思っております。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  我々市民とすれば、安心、安全でふだんの普通のときは市なんかは余

り当てにしていないのというのが現実だと思うんですね。ただ、いよいよ困ったときはどこに

すがるんだといったら、市なんだと思うんですよ。その困ったときの危機管理の中で、副市長

が抜けているというのは、大きな問題があるのではないかと私は思っております。 

 ただ、今、市長が一生懸命この問題について取り組んでいるということでございますので、

ぜひ早目に対応をしっかりしていただいて、国も広域避難のいろいろな調整などの話もござい

ますので、その辺のところも踏まえて対応をしっかりしていただくということで、もうすぐや

ってくれるというか、副市長は考えていますよというんだから、これ以上の答弁は求めません

で、次は４点目に入りたいと思います。 

 ４点目は、情報漏洩の防止の取り組みについてでございます。私は２年前の９月に一般質問、

ここに初めて立ちまして、そのときにやったのがホームページについてということでございま

した。そのとき、ホームページがつながりませんという話をさせていただきまして、それから

ホームページとかＩＴ関係をずっと質問をさせてきていただいております。 

 つながらないというのは笑い話で済みますけれども、今度は逆につながって情報が漏洩しち

ゃったということになりますと、本当に大変な問題になります。それも、これがなるのはもう

市長も答弁で言っていただきましたけども、いわゆる人的ミスです。この人的ミスをなくすの

には、研修、そして教育、もうそれ以外にないんですね。多少の時間はかかりますが、常日ご

ろから意識向上を図ってもらうということ以外にないのかなと思います。 

 今度全庁体制で研修を行うということなんですが、逆に毎朝の朝礼で個人情報の保護、また

そういうような間違いがないか。車の事故がきょうは１日、何日事故ゼロになっていますよと
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いうふうにやっていると思うんですね、毎日毎日。それと同じような毎日の取り組みですね。

年に１回の大きい研修はいいんですが、日々のチェックというか、そういうものをやってみた

らどうかなと思うんですね。この情報漏洩防止のこの取り組みのトップというのは誰なんでし

ょうか。 

○議長（中山五男）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  現在、情報セキュリティー最高責任者につきましては副市長

でございます。その責任者の補佐として総合政策課長が位置づけられております。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  副市長だそうでございます。これの問題につきましては、先ほどもあ

れしましたので、市長、考えているということでございます。やはり、こういう危機管理やら

何やらというところの最高責任者は副市長でございます。副市長をなかなか決められないとい

うか、数がたくさんあって決められないのか。それとも、人がいなくて決められないのかとい

うのはまた私は知るよしもございませんが、こんなものがあります。 

 滝川市、これは北海道ですね。副市長候補募集要項ということで、この次、公募というのも

やるんですが、公募をしているんですね。これ、月額幾らと書いてありますが、これはうちの

市長より高いので言いませんけれども、現在、１５.８％の減額措置を講じており、当分の間、

何々となっております。何か我が市のような感じがしますけれども、こういうことで全国に向

けて副市長の公募をやっているというところもございます。案外優秀な人が来てくれるかもし

れません。もし、人がいないのであれば、こういうことも考えたらどうなのかなと。ほかでは

やっていますよということを言いまして、あまり悩ませても仕方がないので、今度は次に行き

たいと思います。 

 ５点目は、学校給食センターの運営についてでございます。まず、イニシャルコストとラン

ニングコストということで、我々、説明を受けた中にはイニシャルコストをどんとつくれば、

ランニングコストは安くなるんだという説明を受けたと思います。このイニシャルコストにな

りますけれども、まず、設計、そして建築工事、電気設備工事、機械設備工事、厨房工事です

ね。厨房機器というんですか、これ総額で幾らになりますか。ざっとでいいですよ。細かいの

は別にして８億円とか７億円とか５億円とか１０億円とか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  設計、建築、機械設備、電気設備等含めまして、ざっと約

８億５,０００万円程度になるものと思います。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  言い方がいいかどうかわかりませんが、総工費８億５,０００万円で
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ございます。私も細かく調べているわけではないんですが、隣の高根沢町は４億円だと言って

いた人がおりますので、その細かく設計から管理からどうのこうのというのは別かもしれませ

んけれども、約倍なのかなというふうな気もしております。 

 ８億５,０００万円の中で、私、ちょっと確認をしたいところがありまして、今回、壊れた

浄化槽は普通は同僚議員も言うんですが、ＦＲＰだと、いわゆる強化プラスチックが主流じゃ

ないのかということで、そうじゃなくてコンクリート製になっている。この辺の理由はどんな

ことがあるんですか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  今回の水処理施設については、まず、学校給食センターで排

出される生ごみ等についても処理できる施設を併設してございます。それらのディスポーザー

という施設でございますが、それらの生ごみも一緒に処理して排水処理を公共下水のほうに流

すということで処理計画をいたしまして、その機械のメーカー等が所有している機器等がコン

クリート製品ということでそれを採用したものでございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  ディスポーザーというのは、細かく砕いてやる。そして、処理槽に空

気で圧送すると。施設から燃やすごみの軽減に配慮しているということですね。早い話、生ご

みを燃やさないような形でこれを採用したということでよろしいのかなとは思うんですが、ま

た、同僚議員がお話を１回したと思うんですが、記憶にあるんですが、こういうごみは逆に肥

料にでもしたらどうだというような話もあったのかなと思うんですが、そういうことは一切考

えはなかったですか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  計画の段階で堆肥をつくる施設等についても検討いたしまし

たが、その堆肥の引き受けであるとか、その施設の整備費であるとか、職員の手間とか、そう

いったことを総合的に考慮して、今回ディスポーザーについて採用したものでございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  ディスポーザーでやって、コンクリート製の浄化槽に入れて、それを

処理をするということで、これをやると汚泥がふえるというようなことはありませんでしょう

か。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  その処理槽内において、実際にはハンマーで砕くような形で

ほとんどミルク状というんですか液状にしたものを第１槽の処理槽に入れまして、それらをバ

クテリア等で浄化して、うわ水を流していくという計画で、長年には汚泥も発生してその引き
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抜きもしなければならないと考えてございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  そういうような施設がくっついている。そういう中にも８億５,０００ 

万円の中に、そういう最新の、これがいいかどうかはわかりません。ちょっとぐらいはいいん

じゃないかと思って言っているものですから、そういう最新のものがついておりますというこ

とですね。 

 結局そういうメンテナンスというのも機械が複雑になればなるほど壊れてきますね。浄化槽

はもう壊れちゃっているので別に問題はないんですけれども、そういう複雑な機械でしっかり

メンテナンスをしていかないとだめなのかなというふうに思いますので、これはしっかりやっ

ていただくことになると思うんですね。 

 あと、今、あそこのイニシャルコストの話になりますが、アスファルト舗装ではなくてコン

クリート舗装なんですね。コンクリート舗装の下に杭が打ってある。私、国道４号線だって

１号線だって、杭を打ってコンクリート舗装しているところなんかはあるのかなというような

思いなんですね。この舗装の下に杭は何本打ってあるんでしょうか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  コンクリート舗装の下に主にトラックや給食の搬送などの大

型車が通るところに３６本、そのほかの外構部分に１３本打ってございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  大型トラックは国道４号線だって１号線だってこの２９４号線だって

通っていますけけれども、これほどやっぱり地盤が弱かったということですね。普通ならアス

ファルト舗装で２９４号線コンクリート舗装なんていうのは一般的にないので、トンネルの中

とかそういうところはありますよ、もちろん。そうすると、４９本打って、ざっと１本何十万

円で幾らぐらいになるんですか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  ざっと杭による費用が１本当たり１５万７,０００円程度に

なります。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  ざっと８００万円だそうですね。杭が８００万円でしょう。これもそ

ういうところの８億５,０００万円の中に入っているということで、このアスファルト舗装で

すが、コンクリート舗装よりアスファルト舗装のほうがはるかに高いでしょう。どうですか。

これ、都市建設課長、済みません、関係はないんですが、プロでしょうから。 

○議長（中山五男）  福田都市建設課長。 
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○都市建設課長（福田光宏）  今のコンクリート舗装とアスファルト舗装の単価の話なんで

すが、コンクリート舗装のほうが初期は高くなります。ただ、コンクリート舗装とアスファル

ト舗装では耐用年数が全然違いますので、その点を考えると長い間、特に今回の構造は現場を

見せていただきましたが、大変建物と一体となった立派な堅固な長期的な設備だというふうに

感じております。 

 以上でございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  大変堅固な、いいアスファルト舗装ではないコンクリート舗装で白く

てきれいなんですね。杭を打ったんですから、これは当然鉄筋をしっかり組んで生コンを打っ

ているんでしょうか。どうですか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  トラックの倉庫部分については鉄筋を組んで舗装してござい

ます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  その軟弱地盤対策に大きなお金をかけたということを私は言いたいと

いうだけの話でございますが、受水タンクもいって、いろいろやっているわけです。コンクリ

ート舗装なんは、とてもとても考えられないようなつくりでございまして、大変な大きな工事

をやったということなんですね。それほど気をつかってやったのに、何で浄化槽の下に杭がな

いんだということなんですよ、私に言わせれば。 

 もうこれは始まって終わっちゃったことですから、言いませんけれども、そのディスポーザ

ーから液状になった生ごみ等が入る浄化槽、今後しっかり管理をしていかないと、きのう同僚

議員がやはり質問していたんですが、ＢＯＤを６００に下げるわけですね。６００に下げるた

めにはバクテリアに食わせる。バクテリアに食わせるということは酸素をどんどん入れれば、

バクテリアは食うんですね。 

 ということは、私、思うんですけど、モーターの回転を上げて酸素をたくさん入れているん

じゃないのか、当初の設計よりも。そうじゃないと、少なくなった分、絶対処理できないとい

うふうに思うんですが、その辺はいかがですか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  その辺については、施設の施工メーカーであるメーカーのほ

うからその保証についていただいておりますので、現在の容量で問題ないものと考えてござい

ます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 
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○３番（渋井由放）  何事も余裕、先ほど私、学校で先生が余裕がないとどうにもならない

んだ。こういうふうな話をしました。この浄化槽が私、思うに、大丈夫なんだけど、余裕がな

い状況ということに思うんですね。これをしっかり点検をして、確認をしてもらって、そのＢ

ＯＤをしっかり下げて下水に放流する。そうすると、こういう浄化槽はどういうもので規定さ

れて設置されているか知りませんが、一般の浄化槽だと管理者がつきますよね。どの程度の頻

度でこれ、管理を頼むんでしょうか。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  これにつきましては、先ほど市長のほうからお話し申し上げ

ましたように、専門業者を外注委託しまして、その管理を毎月定期的に管理していただくとい

うことで、現在、契約のほうを進ませてございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  毎月なんですね。じゃあ、毎月しっかり放流する汚水がＢＯＤ６００ 

以下になるように、というかなっているか確認をしてもらって、あとこれひとつ、総務課長確

認しますが、時間がなくなっちゃいましたね。次に行けなくなっちゃうかもしれませんが、図

面を変更して、それを承認をして、変更したものをきちんと受け取ったということでよろしい

んですよね。じゃないと、検査にならないと思いますが。 

○議長（中山五男）  粟野総務課長。 

○総務課長（粟野育夫）  御質問のとおり、出来高で図面等もつくっていただいております

ので、増嵩分も含まれているということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  それでは、図面を変更して、ですから今できているのはきちんとした

ものなんだよということで、ただ、市民は納得しないと思いますよ、市民はね。違うものをつ

くって出されたんだよという市民の認識はあると思います。その執行部のほうとしての認識と

市民の認識は大きく違うというふうに理解をしていただければなというふうに思います。 

 例えば車を買いました。きのうおもしろい話がありまして、車を買いました、ぶつけまして

持ってきた。でも、同じ値段だよという話は聞いていられないよね。市民の皆様はみんなそう

いうふうに言うと思いますが、その辺もうやっちゃったことですしね、いまさらそれをどうの

こうのという、執行権がないので非常に残念ですが、議会は議決権があるのでこれについてノ

ーと言うということでございます。これについてじゃなくて、別な件についてノーと言ったん

ですが、これの件とひっからまっちゃっているので、その辺は整理整頓をしておきたいと思い

ます。 

 それで、ランニングコストになりますが、電気代、水道料金、浄化槽管理費、ガス料金、下
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水道料金、そういうものと重油だとかそういう燃料費、これは市が払うということでよろしい

んでしょうか。もちろん委託費もそうですけども。 

○議長（中山五男）  大野学校教育課長。 

○学校教育課長（大野治樹）  議員の御指摘のとおり、市の負担となるものでございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  そうすると、このランニングコストは安くなるんだよということで一

度御説明を受けております。これ日々点検というわけじゃないんですが、月ごとなんでしょう

かね。点検をして、果たしてそれがきちんと安くなっているのかどうか確認をして、そういう

報告をいただければなというふうに思って、５点目の学校給食センターの運営については、終

わらせていただきたいと思います。 

 次、６点目なんですが、東京ソラマチについて、これは細かく説明をいただきました。１つ

提案なんですが、これ、ホームページから那須烏山市のエリアが大田原、矢板エリアというこ

とになっておりまして、いろいろな観光案内も出ているんですね。今、うちのほうで出ている

のは、南那須タウンイルミネーション、随分先なんですが、こんなことにあわせて観光ＰＲも

してくれるんだろうと思いますが、やはりここで売れるものをどんどんつくっていかなきゃな

らないと。なかなか那須烏山市は０.２％だということでちょっと寂しいなということなんで

すが、やはり生物とかはなかなか難しいんでしょうね。これでここへ出店すると、ピンハネと

いう表現がいいかどうかわかりませんが、どのぐらいピンハネされるんでしょうかね。 

○議長（中山五男）  髙橋商工観光課長。 

○商工観光課長（髙橋 博）  それではお答えしたいと思いますが、現在、県のほうの情報

ですと、２３％から３０％の範囲内で設定しているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  名前を売るのはいいんですがね、あまりピンハネされても商売になり

ませんので、逆にここ向けの３０％ピンハネされてもいいというような商品をつくってもらう

ように、皆さんによく御理解いただいたらいいかなと思います。 

 あと最終の老人施設の公募についてでありますが、介護施設、ちょっと時間がなくなってき

ました。申しわけないんですが、これ、平成２１年度に２つ公募をして、平成２４年にやっぱ

り４月と７月に２つ公募されております。その中で、まず、平成２１年８月に募集したのは

２施設ありまして、要項の配布、これが７月２１日から８月７日まで始まって、７月２７日に

説明会があったということで、この受付募集期間が最終が９月４日だと。要項の配布から最後

の締め切りまでざっと４６日間ありまして、平成２４年４月のものは要項の配布から受付終了
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まで１６日間だったと。次が６月１５日に要項を配布して、７月３１日に終了したので、これ

が告知してから締め切りまで４６日。結局４６日間が２つあって、１つだけ１６日間だったと

いうことでございます。これはどういう理由なのか。何でここだけ短いのかを。 

○議長（中山五男）  網野健康福祉課長。 

○健康福祉課長（網野 榮）  ただいま御質問の件でございます。平成２４年４月の混合型

特定施設入居者生活介護、こちらいわゆる有料老人ホーム関係ですね。こちらのほうの期間が

短いのではないかという御質問でございます。これにつきましては、やはり公共施設の売り払

いの関係という関係がございまして、そちらを売り払って有料老人ホームにするための届け出、

あわせまして、こちらが介護の指定を受けるという関係がございましたので、県との協議の中

で速やかにこの介護の指定を受けるためには、公募をかけて市がそれを選定して、県がその事

業所を指定するという行為が必要だということがございまして、そういった時期を見計らって

この議員から御指摘のあった期間ということで募集をしたところでございます。 

 以上です。 

○議長（中山五男）  ３番渋井由放議員。 

○３番（渋井由放）  早い話が学校を買ってくれたからそこで老人ホームをやるから、公募

しなくちゃならないから、まあとりあえずささっとやりましょう。こういうふうに今は聞けた

わけですが、私、思うんですがね、老人施設、もちろん入る人は全国から来て大丈夫なんです

ね。全国から来て大丈夫なんですけれども、介護保険料を那須烏山市は上げて整備をする。介

護保険料を払っているほうの人からすると、これ、事業者目線で物事をやっているということ、

利用者目線、市民目線がなっていない。 

 どうせ公募するのなら堂々と那須烏山市全域で、逆にほかのものが、だってこれ一番最初に

公募するときに、介護施設で介護保険使いますよなんていうような話なかったんでしょう。あ

ったのならば、最初からそういうふうになるわけだから。途中で事業者の都合でこっちがあわ

せてやる。買ってくれたんだからありがたいというのはひとつありますよ。ただ、違うんです。

介護保険料値上げされる。それを利用する人が誰なんだと言ったら市民の皆さん。事業者目線

で物事をやって、果たしていいのか。 

 市民の皆様、それで納得できるのか。それもやり方が余りにもお粗末だと。私、多分こうい

うふうになるだろうと思って、公募をじっと見つめてみていたら、ああ、やっぱりなという話

なんです。やはり事業者のためにも市民のためにも、しっかりとその辺よくよく。我々議員に

でも説明があればいいですよ。いや、実はこういうわけなんで買ってもらっちゃったんでこう

いう公募しますよというのならいいけど、これ、連休中のどさくさまぎれにって、そうじゃな

いんだとは思うんですが、そういう感じも受け取れる。 
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 だから、こういう公募というのは、公平に平等にやるということだと思うんです。それも自

分がつくるのならいいんですよ、自分の金でね。利用者目線で老人ホームって利用者目線でい

ろいろなことを言っているんですよね。町中に近いほうがいいとか、そういう。周りを見ても

どの家も見えないというようなところで、老人が寂しく暮らすということは決してうたってい

ないですよね。 

 こういうところをしっかり同じように募集をして、競争相手が出て、それに決まれば、それ

はやむを得ないんだというようなしっかりした市民目線でやってもらいたいと思います。決め

打ち行政をやる前に、やるべきことがあるだろう。 

 以上、答弁は結構です。 

○議長（中山五男）  以上で３番渋井由放議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで休憩をいたします。 

休憩 午前１１時３１分 

 

再開 午前１１時４０分 

○議長（中山五男）  休憩前に引き続き再開をします。 

 通告に基づき２番川俣純子議員の発言を許します。 

 ２番川俣純子議員。 

〔２番 川俣純子 登壇〕 

○２番（川俣純子）  こんにちは。議長より発言の許可が出ましたので、２番川俣純子、質

問をいたします。本当に多くの傍聴の方々、本日はありがとうございます。かなりのプレッシ

ャーをかけさせられています。 

 本日は３つ質問をいたします。１つは、傍聴の方がたくさん来ていらっしゃる大木須地域の

活性化についてです。２つ目は、那須烏山市における警察官の出向そして派遣についてです。

３つ目は、烏山旧市街の街路整備についてです。 

 １つ目の大木須地域の活性化についてお話しする前に、私の大木須とのかかわりをお話しし

たいと思います。私の母は、大木須、それもちょうど大木須旧小学校のすぐそばに生まれ育ち

ました。そのせいで、私は小さいころ、毎年冬、夏、そして必ずお休みのときなども遊びに何

回も行きました。ザリガニ、サワガニ、何回も取りました。そして、なぜか滑って転んで必ず

びしょぬれになると、そういうハンディがついておりました。でも、それが一番楽しく、ぬれ

ちゃったよと言って帰っていくと、優しいおばあちゃんに着替えをしてもらう。そして、沢水

からとった冷たい水で冷やされたスイカ、キュウリ、トマトをたくさん食べさせてもらいまし

た。 
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 そのころは、お肉とか御飯、今でも御飯あまり好きじゃないんですけど、お肉が嫌いだった

ので、野菜ぐらいしか食べられなかった私にとっては、トマトとかカボチャとかがとってもお

いしくて、大木須に行くのが大好きでした。 

 沢山を遊んでいましたけど、山に登っても整備がされていたので子供でも勝手に登れました。

そんな山、ところが、調子に乗って１年生のころですか、１人で眠れるよと大木須のうちに夏

泊まりました。そのころはたばこをつくっていましたね。まさか家の屋根の下なのに大きな大

蛇が腹を出して寝ているとは思いませんでした。たばこを下から見ると、大蛇のおなかにしか

見えなくて、怖くて怖くて泣いて、叔父に無理を言ってオートバイの後ろに縛りつけられて帰

らせられました。そんな思い出のある大木須です。その大木須地区の人から活性化について話

してほしいと言われたので、これは引き受けるしかない。そう思い、今回、役不足ではありま

すが頑張ることにしました。 

 では、１つ目の質問です。大木須地区の活性化についてです。今まで当地域の大木須では、

そば祭、ほたる祭り、オオムラサキの保護、そして活動、なぜか、木須川を守るためです。そ

して、今度は日本ミツバチを集めはちみつづくり、次から次、いろいろなアイデアを出し、自

然とともに生きていく地域です。春には梅の花、ソバの花、素敵に花が咲いている町でもあり

ます。 

 その町が昨年の４月、宇都宮大学の農学部里山科学センターの方が大木須地域の実態及び意

向調査をしました。その結果が６０歳以上の人口は５２％、７０歳以上の単身世帯、また

７０歳以上の夫婦世帯を合わせた高齢世帯が３２％、後継者がいない、または一緒に住んでい

ない世帯は６５％でした。その方々の多くが農業、そして林業に携わっています。 

 そのため、高齢者のみの農業、山林の管理のため、１０年後、１５年後、２０年後には耕作

放棄地がふえ、山林が荒れてしまうのは目に見えています。それが里山センターで調べた結果

です。 

 しかし、もちろん今住んでいる方々の気持ちも調べてもらっています。その多くの方々がど

う思っているかというと、大木須に愛着や誇りを感じています。誇りに思うところはもちろん

皆さん、誇れる豊かな自然です。また、人間関係がいい。まとまりがいい。これは市長を初め

皆さんが多くのイベントに出ているときに感じることだと思います。 

 しかし、何を言っても交通が不便です。バスの本数も少ない。ましてタクシー券をいただい

てもタクシーを呼んで来てもらえるかどうかがわからない。送迎料金もかかります。バスが通

ってもバス停までが１キロ、２キロかかります。町うちに住んでいる今の私からすると、１キ

ロ行ったら私の自宅から中央部まで歩いていけます。バス要らないんです。そんな不便なとこ

ろもあります。ただ、その不便さがいい面もあるんです。 
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 そこで宇都宮大学の里山科学センターは、協力し、里山資源を活用した小規模ビジネスメニ

ュー、また、古民家等を利用した里山教育体験メニューということを進めていくことをいかが

ですかと提案してもらったそうです。大木須地域の住民が地域の絆と自然を大切にしながら暮

らし構築を図る里山大木須地域ビジョン、これを策定し、その実現を推進する大木須全戸参加

の新組織、里山大木須を愛する会を設立し、活動を始めました。 

 １集落１農場、１家の１農地ではないんです。集落単位の農地です。そういうふうな営農組

織の整備を目指すほか、住人のいなくなった古民家、それを借り受け、活用し、地域の活動の

拠点づくりを始めよう。それは里山の資源や山林産物を利用し、特産品開発等を進め、地域の

再生を図ろうとしています。 

 しかし、何分にも古民家、それを利用できるように再生するにはかなりの資本が必要です。

そこで、大木須地域の住民がこの厳しい環境条件を克服し、取り組みを継続するさまざまな困

難が想定されます。大木須地域の活動を限界集落再生モデル事例と位置づけて、市としての今

までの対応と今後の支援について市長の考えを伺います。 

 ２つ目は、警察官の市への派遣、出向についてです。栃木県はもちろんですが、県内の全市

に警察官の派遣や出向員がいます。１４市ある市の中で警察官の出向、そして派遣がないのは

那須烏山市だけです。昨今の何が起こるかわからない時代、警察関係の方がいるだけで安心感

があるのではないでしょうか。ほかの市では、窓口業務以外でも危機管理室での交通安全、防

犯指導、環境廃棄物対策のための見回り、それらがあります。那須烏山市としての警察との関

係も考え、どのように進めるかを伺いたいと思います。 

 ３つ目は、烏山旧市街の街路整備です。結構お酒を飲みますので宇都宮から終電に間に合わ

ずタクシーで帰る場合があります。そうすると、宇都宮方面のタクシーで烏山のトンネルを抜

けると、大抵の運転手さんの一言があります。おお、きれいな町になったねと言われます。と

ころが、２分も走ると沈黙になります。 

 皆さん自身も夜になるとわかると思います。金井町方面に行っても自宅のある日野町方面に

行っても、泉町方面に行っても、街路灯は地区ごとに形も色も違い、密集しているところは異

常に密集し、ないところは３０メートル行ってやっと１本あるかという、その差がたった１キ

ロの間にあります。不思議だそうです。私はこのまちで育ったので余り疑問に思わなかったん

ですが、よその人から見るとかなり不思議だそうです。 

 震災後、防犯灯はＬＥＤに暫時総務のほうで新しくしています。しかし、街路灯の整備は自

治会担当なのか、そうかもしれませんが、どうせ新しく直す場合は市統一にするようにはいか

ないのか。そのように思い、この意見を出しました。 

 また、下水道工事を進めていくということが決まっています。そのときに、同時に電線の地
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中化も進めてはいかがでしょうか。那珂川町の電線の地中化も進んでいます。那須烏山市は山

あげ祭があります。山あげ祭で屋台、山車、ゴハイ、おみこしが各町を訪問するときも電線が

ないと通行も楽です。また、電柱がなくなれば、山あげで踊りを踊る舞台の周りの電柱の配線

もないロケーションはかなりよくなります。また、その準備をする若衆さんの歩道に荷物を置

いたり、電線、電柱を気をつけないですむという作業も楽になると思います。観客の目線もか

なりよくなると思います。 

 また、そのため電柱がなくなれば歩道が広がります。今、かなりふえてきているシニアカー

という電動バイクに乗っている御老人も、電柱のたびによけたり、下りたりしています。そう

いうことが減ると思います。また、聞いたところによると、災害時に電柱が倒れたりとか、電

線が切れたりで漏電が起き、火災が起きたり、けがをするということがあります。それもなく

なります。また、地中にあるので、災害の被害を受ける確率も少ないそうです。ぜひとも那須

烏山市でも早急に取り組んでほしいので、市長の意見を伺いたいと思います。 

 これで１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいまは２番川俣純子議員から、大木須地域の活性化について、那

須烏山市における警察官の出向、派遣について、そして旧烏山地区の街路整備について、３項

目にわたりまして御質問をいただきました。その順序に従いましてお答えをいたします。 

 まず、第１番目の大木須地域の活性についてお答えをいたします。大木須地区のむらづくり

活動は、平成６年にソバの生産とイベントを中心に自然環境保護活動を展開をしております木

須川を愛する会を立ち上げたのが始まりと聞き及んでおります。 

 平成１３年には、大木須小学校跡地にオオムラサキ公園周辺の整備を行うため、県単のむら

づくり事業を導入したところでございますが、その際、大木須むらづくり推進委員会を発足を

し、オオムラサキの幼虫探し、オオムラサキの放蝶会、ほたる祭り、そば祭など、今、議員も

御指摘になられたように、多くの都市と農村の交流事業を展開しております。 

 また、とちぎ夢台地応援団、この受け入れも積極的に行っていただいておりまして、また、

宇都宮大学と連携をいたしまして、遊休農地の環境整備事業を行うなど、自然保護と地域活性

化の活動を積極的に推進をしておられます。このように、地域活性化のために日々御尽力をい

ただいていることに対しまして、心から敬意を表し、感謝を申し上げる次第であります。 

 さて、このたび、この２つの団体を統合されまして、ことし５月２０日に発足をいたしまし

たのが、里山大木須を愛する会でございまして、これまでの事業を引き継ぐ一方、高齢化と担

い手不足で増加をする中山間地域の耕作放棄地の再生と農業の活性化、里山林の整備、ふれあ
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いの里づくり事業を初めとする高齢者の支援事業などを展開していると聞き及んでおります。 

 この里山大木須を愛する会の会長さん初め役員の方が、ことし７月９日、大木須地域の活性

化に向けた地域づくりに関する支援要望が市長に出されております。この主な内容は、国の農

山漁村活性化プロジェクト支援交付金を使った古民家再生事業の支援ととちぎ元気な森づくり

県民税を使った里山再生事業の支援でございます。 

 市といたしましては、昨日、平塚議員にも答弁をさせていただきましたが、人・農地プラン

にも位置づけまして、県と調整をしながら事業採択に向けた計画づくりに協力をしますととも

に、とちぎの元気な森づくり県民税の事業導入を検討し、里山再生を支援をしてまいりたいと

考えております。 

 次に、警察官の出向、派遣についてお答えをいたします。県警から県内市町への職員出向、

派遣は、県内で本市を除く１３市１町で導入をされております。高齢者の交通安全指導、廃棄

物不法投棄への監視警戒活動等に従事をされておりまして、大きな成果を収めていると聞いて

おります。 

 自治体におきましては、安全な交通環境の整備、いじめや家庭内暴力などの問題の深刻化、

行政に介入し威嚇する暴力団等の排除、さらには高齢者を事件、事故から守るといった警察と

緊密に連携をいたしましたきめ細かな施策が必要とされております。 

 このため、本市におきましても、県警からの職員出向、派遣は有益であると判断をいたして

おります。職員の人員配置や定数条例との関係を考慮しながら、前向きに導入を進めていきた

いと考えております。具体的には、地域社会の幅広い安全対策に重要な任務を担うために、経

験や力量を考慮いたしまして、でき得れば来年度にも人選について調整、要望したいと、この

ように考えております。 

 第３番目の旧烏山地区の整備についてお答えをいたします。まず、街灯の整備についてでご

ざいます。街灯には道路照明灯と防犯灯、街路灯がございますが、商店街等明るく華やかにし

ているものは一般的に街路灯と呼ばれております。川俣議員の御質問もこの街路灯の整備につ

いてと考えておりますので、これに対してお答えをするものでございます。 

 旧烏山地区の街路灯ですが、それぞれの商店会が中心となりまして、買い物客の利便性を高

め、明るい街並みで誘客を促すために整備をしたもので、約３００基が設置をされております。

これらは昭和５７年、５８年ごろから平成７年、８年にかけまして、旧烏山町の８つの商店会

がそれぞれ整備をしたものでございます。 

 設置費用は時期や種類によって異なりますが、１基当たり１０万円から２０万円ほどでござ

います。当時、県と旧烏山町の補助金に、商店主や事業主が相応の負担をして整備をしたもの

でございまして、負担率は当時の予算事情から一定ではなく、おおむね３分の１あるいは３分
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の２というふうに聞き及んでおります。 

 街路灯の電気料や修繕費などの維持管理費用は、自治会、商店主が負担をいたしております。

うち電気料は、地区によりましては個人が負担をしている場合と自治会あるいは班が負担をし

ている場合が半々でございます。修繕費は、自治会、商店会が負担をしておりまして、街路灯

の管理組合をつくって管理をしているところも２カ所ございます。県内の状況を調査しました

ところ、ほとんどの市が設置費用の３分の１程度を補助して、一部で電気料を補助するケース

もあるようでございます。 

 川俣議員御質問の街路灯の整備についてでございますが、現在のところ、商店会からの整備

要望等はありません。一定の整備が終了したことから、事業は完了したのかなと考えておりま

す。 

 しかしながら、商店会等から新たな要望があり、一定の方々からの整備をしたい旨の意向が

ございましたら、県と調整しながら支援等について検討していきたいと考えておりますので、

御理解を賜りたいと思います。 

 なお、街路灯管理の現状を調べましたところ、廃業あるいは転出によりまして、個人負担の

電気料を払えずに消えている街路灯もあるようでございます。このため、街路灯につきまして

は、新規整備のほかに、管理をできなくなった街路灯の撤去や電気料の安いＬＥＤ化といった

課題が今後発生していくものと考えられます。 

 次に、電線地中化についてお答えをいたします。市内の電線地中化事業は、平成３年度から

平成１３年度にかけまして中央交差点から神長トンネル手前まで８００メートルが整備をされ

まして、旧烏山町の補助制度もありまして城下町の雰囲気が漂う街並みになっております。 

 最近では、お隣那珂川町、益子町でも電線地中化事業が行われ、美しい景観の街並みが姿を

あらわしております。 

 市では、歩道の段差を解消するバリアフリー化や安全で快適な道路環境整備、美しい景観の

街並みづくり、そして国の重要無形民俗文化財山あげ祭を核としたまちづくりを推進するため、

インフラ整備といたしまして毎年、烏山土木事務所との事業打ち合わせ会では、重点要望事項

の１つといたしまして、烏山市街地内の国道、県道の電線地中化を要望しているところでござ

います。 

 昨年９月には、那須烏山市商工会、観光協会、烏山山あげ保存会から、旧烏山中心市街地活

性化推進事業の促進についての要望書が市に提出をされておりまして、電線地中化が要望され

ております。同様の要望は、国道、県道を所管する烏山土木事務所にも提出されたところでご

ざいます。 

 烏山市街地は山あげ祭の舞台となり、電線、電柱が舞台設営の障害となっておりますことは



平成24年第７回９月定例会 第３日 

－205－ 

十分認識をいたしております。また、シャッター通りがふえる中で、市街地活性化は大きな課

題でもございます。まちのにぎわいを復活し、また、大震災の教訓を生かした防災面でも、電

線地中化を含めたインフラ整備が必要であると考えております。 

 このため、今後も引き続き烏山土木事務所を初め関係諸機関に積極的に要望してまいりたい

と考えておりますので、御理解を賜るようお願いを申し上げます。 

 以上答弁終わります。 

○議長（中山五男）  川俣議員の質問はまだ続くと思いますので、ここで暫時休憩をいたし

ます。 

休憩 午後 ０時０５分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（中山五男）  休憩前に引き続き再開をいたします。 

 ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  では、２回目の質問をいたします。市長のほうから手助けを大分して

くれるような話をいただきましたが、きのう、平塚議員も言っていたように、さまざまな補助

制度があります。国や県、そのようなものもありますが、具体的には市としてはどのような手

を差し伸べてくださるのでしょうか。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  先ほど申し上げましたけれども、まず、とちぎの元気な森づくりの県

民税を使った里山再生事業ですが、これについては県単事業でございますので、取り入れるこ

とがすぐ可能なのかなと、このように私は理解をいたしております。 

 一方、国の御要望のありました農山漁村活性化プロジェクト支援交付金、これはやはり国の

選択あるいは国の採択基準というものもございまして、若干やはり要望も必要なのかなと感じ

ています。また、さらに、この農林省関係だけじゃなくて、国土交通省やらそういったところ

も有利な補助事業がやはりあると思いますので、そういった国の国庫補助事業のさらなる詳細

な調査をして、できるだけ有利な補助事業が取り入れることができるかどうか調査研究をして

いきたいと思っています。 

 なお、詳細につきましては、農政課長から補足答弁という形で補足をさせたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（中山五男）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  ただいま市長からも申し上げましたように、農山村活性化プロジ

ェクト支援交付金につきましては、既に平成１０年度に烏山町時代ですが、農村滞在型余暇活
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動機能整備計画書というものを作成しておりまして、これはグリーンツーリズム整備計画書と

いうものでございますが、これらを提出済みでございますので、これらの見直し等を行いまし

て、この活性化支援交付金の対応はできるのかなというふうには感じておりますが、大木須地

区におかれましても、地域のこれからの整備計画の概要、将来に向けての多少営利を目的とし

たむらづくり、まちづくりが望ましいのかなというふうに農政課としては考えておりますので、

市も農政課のほうも御要望に応えられるように、事務レベルの作業は進めてまいることは可能

でございますが、ただいま市長が申し上げましたように、国庫補助の場合ですといろいろな制

約がございます。それらのハードルを越えるのに市だけではちょっと高いハードルもございま

す。地域の皆さんの御協力を得ながら、県の指導を受けて、そして御要望に応えられるようこ

れから努力してまいりたいというふうに考えております。 

 元気な森づくりに関しましては、今、市長が申し上げましたとおり、安易にできる事業でご

ざいますので、どうぞ導入していただいて里山づくりの事業に役立てていただければというふ

うに感じてございます。 

 さらには、県の地域振興課のほうの対応等も補助事業等も視野に入れまして、なるべく地域

の有利な事業が進められるように努力してまいりたいというふうに感じてございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  ありがとうございます。１年ぐらいのことではできないことだと思う

ので、下境にある大木邸も２年、３年と補助金をいただいて改修し、そして今の形にできてい

るそうなので、なるべく１年だけではなく長期に見込んで補助をしていただきたいなと思って

おります。 

 また、そのことによって、決して大木須だけではなく、下境だけではなく、この那須烏山市

にはたくさんの古民家があると思います。そういう修復のモデルとしても今後使っていけるの

ではないか。もしかすると都会の人からすれば、そういう古民家で一度寝泊まりをしてみたい

と。そういう話が出てくれば一番いいのかなと思います。 

 この間、下野新聞に出ていたのは、田舎の豊かさ発信というこういうものが出ていました。

この中では、逆に吹雪の時期に吹雪の青森のほうに来てくれと。そういう体験、そういうもの

をしてくれと。決して夏の暖かい時期に爽やかに来るのではなく、そういうのもいいんじゃな

いかと。田舎というのはそういうときもあるんだよと。考え方を決していいときだけの田舎を

見せるのではなく、１年を通じての使い方を考えれば、もっといろいろなもので地域でも使え

るのではないか。里山構想というものの中で予算をいただき、ただ、夏だけのもの、大木須だ

けのもの、下境だけのものではなくて、それがうまくいってくれればこの那須烏山市、何カ所
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にもそういうものをつくって、逆に言ったら宿泊できるのが１００棟あります。 

 例えば前のときのスポレクのようなときに、そういう古民家に泊まっていただくとか、そう

いうアイデアがあってもいいのではないかと。旅館がない、ホテルがないといって誘致できな

いのではなく、そういうことに使えるといい建物になるのではないか。 

 もう一つ、里山をきれいにしますと、今度は材木もとれます。今、まきストーブがはやって

います。結構ホームセンターに行くと、高いまきになっております。それを販売することもで

きるし、それに付随して炭焼きもできます。そういう販売、そういうことなんかは手助けをし

ていただけるようになるでしょうか。もしも、販売するとなりましたら、いかがでしょうか。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  先ほど古民家の前例がある下境の大木邸について触れられましたが、

あそこの古民家の大木邸は国土交通省の補助事業で屋根のふきかえを行いました。旅館業もや

っておられまして、今、宿泊は夏場中は毎日あるようでございます。 

 そういう中で、今回も大木須里山を愛する会も提案をされておりますので、こういった古民

家を対象とした施設は、市内には議員御指摘のとおりたくさんあると思いますので、それをモ

デル地域にいたしまして、この古民家の拡充、拡大を図っていけたらなと思っております。 

 また、環境問題にも配慮された里山整備ということでございますので、これはやはり自然エ

ネルギー等への対応も可能な事業の礎ができるのではないかなと思っています。このバイオマ

ス発電であるとか、あるいはそういった環境に優しい炭焼きなどもそうだと思いますけれども、

そういった里山を活用した付加価値をつけた商品を発生をさせて、自然エネルギーの活用ある

いはそういった付加価値をつけた商品の開発、こういったところにも大いにでき得る支援は検

討させていただきたいと思います。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  ありがとうございます。確かにこの市には産業を誘致するにしては広

い場所がありません。できたら、目線を変えて、このまちに合った全国への発信ができるよう

なと考えると、田舎の豊かさ、こういうことが大切かなと思います。 

 大木須だけには限らず、皆さん、きっと地域愛、地元愛はかなり持っていらっしゃると思い

ます。そこが地元が生き生きとしてくれば、今はやりのＵターン就職、そして老後はＵターン

で帰ってくる。そういう生活になれば、もう少し活気のある市になってくるのではないかと思

っております。 

 いかがでしょうか。Ｕターンして、そういうおうちに住んでいただければ、住民がふえ、市

の税収も上がってくると思うのですが、ただ、保険的にはどうなのかなと思うのは、退職者が

いっぱい来るということは、年齢が上の方が来るので、ちょっと心配かなと思うのもあります
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が、まず、人が出入りをする、動く。そして活気があるということが市の一番の活性化だと思

います。その最初の礎としてこういうふうにしていってもらえるまちを、ぜひとも市としては

バックアップしていただきたいのでよろしくお願いしたいと思います。今後とも大木須地区だ

けではなく、ほかの地区で出るような場合でも力を惜しまず、お金を惜しまず、手を貸してく

ださるようお願いして、この大木須の今回の質問は終わりにしたいと思います。 

 次に移ります。２つ目の警察官派遣、出向についてです。これは前向きな考えをいただきま

した。ただ、実際、出向、派遣となりますと、警部補以上の方が来るそうです。そうなると、

警察で出している給与と同額をほぼ支払うようになるそうです。そうなりますと、この財政難

の那須烏山市で払えるのかなとちょっと思いますので、負担をふやすことになってしまうかも

しれません。 

 それで、警察の方によく聞きましたら、警察のＯＢ、そういう組織がかなりできていまして、

その方の派遣であれば役職がないのでパート料金になるそうです、時給に。それで、宇都宮で

は実は２６名、宇都宮市で一番多いのは最近目にしていると思うんですけれども、路上喫煙防

止という区域がありますよね。駅前、市街地、そういうところの見張りをされている中に必ず

１名ぐらいは入っているそうです。 

 確かにたばこ吸わないでくださいって一般の方が言って、何だよってやられちゃったら怖い

ところがあると思うんですよね。そういうところに指導員として入っていただいているそうで

す。宇都宮市で２６名、足利なんかは交通指導員として１名、多いところで那須塩原では廃棄

物の管理です、これに４名入っています。ほかの生活保護の自立支援とかそういうものなどに

８名合計で入っています。多いところだと佐野市です、少年指導です。やはり普通の方が、ち

ょっと言葉は悪いですけど、一時おやじ狩りというのがありましたよね。普通の人が、おいお

い、たばこ吸っているなとはコンビニの前で声かけにくい時代に今なっていると思います。そ

ういうときに、やはりそれなりに武道の経験があるとか、そういう警察官に一緒に回っていた

だくというので結構ふえているそうです。 

 先ほど市の話をしましたが、町でもあります。壬生町、茂木町、市貝町でも１名ずつ防犯と

かそういうのでＯＢの方を雇っています。決して大きな市だけではないのでぜひとも、現役の

方は大変なのでＯＢの方でもよろしかったらと思うので、いかがでしょうか。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  川俣議員から、この議会前に一定の要望が寄せられておりましたので、

既に警察署ともその対応方、具体的にお話をさせていただいております。今お持ちの資料も私

のほうにも届いております。 

 そういう中で、この宇都宮２６人、そして鹿沼がああいった廃棄物に対する事件がありまし
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たので、現役の警察官も入れまして６人だと思いましたね。今御指摘のように、警察官の行政

暴力対象だけでなくて、幅広い安全対策、こういったところにもやはり警察官の配置は有効で

あるというふうに考えておりますので、来年度からはそのＯＢ職員を対象といたしまして、と

りあえず１名ほど、対処していただくように警察とはそのような今、協議中だということでご

ざいます。具体的にはそのようなことで、実現化が可能かなと私は考えております。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  そのようにしていただけるとありがたいなと思っています。警察のほ

うでも、那須烏山市だけが誰もいなかったので、協議とかそういうところの連絡なども不自由

だという話も聞いていましたので、できましたらそういう方がいると、内部のことをお互い話

し合ったりとか、調整がとれるそうなので、ぜひともお願いいたします。 

 では、３つ目の質問なのですが、確かに先ほど街灯の話、統一感を持たせてほしいのですが、

どうですかね。例えば新しくするような場所になりましたらば、もう那須烏山市はこの型にし

ませんかというのは決めることはまず難しいのでしょうか。 

○議長（中山五男）  髙橋商工観光課長。 

○商工観光課長（髙橋 博）  議員の提案ありがとうございます。ただ、議員御指摘のとお

り、旧市街地については非常に現在、シャッター街とかいろいろありまして、防犯灯も暗いと

ころにもあります。明るいところにもありますが、これからそういった議員の提案がありまし

たように、これから万が一そういった防犯灯整備につきましては、各商店会、自治会、商工会、

そういった団体と十分に検討して、市のイメージを図れるような統一した防犯灯が設置できれ

ばよろしいかなと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  今後変えるとなればＬＥＤの時代だと思います。そうなると、今まで

電気料を負担しているのが高額だというのも聞いていますが、１０分の１ぐらいになっていく

となれば、随分負担金も違ってくるので、自治会とか商工会とかも参加が変わってくるのか。

それとも、初期投資は結構逆にＬＥＤは高いのでどうなんですかね。今の商店街自体の実態が

かなり少なくなっているような気もするんですが、いかがでしょうか。 

○議長（中山五男）  髙橋商工観光課長。 

○商工観光課長（髙橋 博）  現在、商店会もかなり減っているような状況でございます。

そういったことで、申し上げましたよう、お店がしまっていてついていないとか、当時、それ

ぞれ商店会でまた個人等で設置しまして、御存じのとおり、維持管理、電気料は各自治会また

商店会で負担しております。ですから、これから確かにＬＥＤ化にすれば、そういった費用も
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かなり軽減されるのかなと思っております。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  では、ぜひとも今後する場合には、補助金などを市からは払っていた

だけるのでしょうか。いかがでしょうか。 

○議長（中山五男）  答弁は大谷市長ですか。 

 大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  私からお答えをいたします。先ほども申し上げましたが、街路灯です

ね。防犯灯は市あるいは自治会で設置管理をいたしておりまして、防犯灯の設置は市でやりま

す。維持管理もやります。電気料は自治会とか直営で市でもっているところもございますが、

ほとんど自治会ということでやっておりまして、防犯灯についてはＬＥＤ化を計画的に進めま

す。街路灯につきましては、先ほど商店会、そういったところが管理制になっておりますので、

市と商店会とそういった御意見等を踏まえてちょっと協議をしたいと思いますので、ひとつ御

理解いただきたいと思います。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  わかりました。では、電線の地中化のほうはいかがでしょうか。昨日、

道路のかなり工事をすることに決定しているみたいなので、そういうときに付随してやれるよ

うなところもありますでしょうか。できましたら、いかがでしょう。 

○議長（中山五男）  福田都市建設課長。 

○都市建設課長（福田光宏）  川俣議員の御質問にお答えします。道路を整備する箇所あり

ます。ただ、この電線の地中化となると、東電、ＮＴＴといろいろな協議をしなくちゃいけま

せん。ですので、前もって準備を進めないと道路の改良のときには間に合いませんので、もし、

電線の地中化という場合には、長期的な視野に立ってその道路をどういうふうに改良していく

か。地域に合った道路にしていくかというのを協議しながら進めていかないと、改良には間に

合わないと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  きのう、おとといと続いての具体的な話でいいますと、山あげ大橋か

ら旭１丁目のローソンのところはほぼ決定していますよね。そこを直す場合には今からでも打

ち合わせはできないのでしょうか。せっかく直してまた直すようになるような二重、三重手間

をするよりは、できましたら今から御相談をしていただくのが間に合うのであれば、穴も掘っ

ていませんし、少しのところからお願いしたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（中山五男）  福田都市建設課長。 
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○都市建設課長（福田光宏）  山あげ大橋から旭交差点、現在土木事務所で測量調査してお

ります。先日、お話ししたとおり、公図混乱ということで約２年間かけて地籍調査事業をやっ

ていきます。その間、ちょっとほかの事業とは違って時間的な点がありますので、烏山土木事

務所と協議してみたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中山五男）  ２番川俣純子議員。 

○２番（川俣純子）  では、よろしくお願いいたします。道路ができるのは決して一日や二

日でできることではないし、計画も長いことで決まることだと思いますので、なるべくそうい

うことを視野に入れて１回掘ったら全部できるみたいな、そういうふうなことにしていただき

たいと思います。 

 本当に本日はお昼を挟みまして、皆さん傍聴の方々も中途半端なお時間にお集まりいただき、

私のためにというか、大木須のためにお集まりいただきありがとうございます。これで私の一

般質問を終わりにさせていただきたいと思います。２番川俣純子ありがとうございました。 

○議長（中山五男）  以上で、２番川俣純子議員の一般質問は終わりました。 

 ここで次の質問者の準備がありますので、少々休憩をいたします。 

休憩 午後 １時２３分 

 

再開 午後 １時３５分 

○議長（中山五男）  休憩前に引き続き再開をいたします。 

 通告に基づき、１８番山隆四郎議員の発言を許します。 

 １８番山隆四郎議員。 

〔１８番 山隆四郎 登壇〕 

○１８番（山隆四郎）  今議会の一般質問、最後となりました。私もなかなか順番が回っ

てこないので、前回の６月議会のときにはある程度予定はしていましたが、これはやはり健康

上の理由で欠席をしたので、質問ができませんでした。ここへ立つと何か元気が出てくるよう

なそんな感じがいたしまして、これから９０分みっちりやりたいと思います。 

 それでは、まず、質問の内容でありますが、今回は３点に絞ったんですが、これ、３点の中

の３つまで行かないで、地域活性化という大きな問題がありますので、まず、農業問題、これ

は地域農産物の特産化ということで、通告書に基づいてこれもやりますが、道の駅計画、これ

は同僚議員がもう何度も質問をしていますので、私の場合にはもうそれは割愛をさせていただ

きたい。ですから、これは結構でございます。 

 ２番目の再生可能エネルギー、これも重要なんですが、まず、１番目のメガソーラー事業の
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プロジェクト、これも同僚議員が質問をしていますので、これは割愛して結構であります。そ

れで、再生可能エネルギー導入の計画ということでありますが、特に、私は再生エネルギーで

この地域に合っているもの。これはまず、太陽光発電、それと小水力とこの２点に絞ってきょ

うは環境課と十分な議論をしたいと考えております。 

 それで、まず、その３番目の在宅、これは非常に重要なんですが、ここまできょうは行かな

いと思いますので、これももう割愛して結構でありますから、そのかわり、これは１２月議会

でこれ一本でいきます。この問題は、もうこれからのこの地域にとって高齢者がとにかくふえ

るわけであります。施設がない、入ることができない。そういう状況になったときに、在宅以

外にはないわけであります。しかし、その在宅介護が本格的に整備されていなければ、これは

大変な悲劇が起きると。こういうことでありますから、１２月議会でこの問題に関してはみっ

ちりやりますので、それまでお預けということになります。 

 それよりも活性化、この地域が本当に活性化するかしないかの大きな問題であります。私は

この３本柱が活性化の１つの大きな鍵を握ると。農業問題に関しましてはこれは活性化が、私

は農業センサス２００５年、２０１０年、この問題の中から拾った認識では、もうとても活性

化することが不可能な状態になっています。担い手がいないんです。こういう状況でどうやっ

てこの農業を活性化するか。これだけの農地をどうやって維持するかと。これはもう非常に重

要な問題でありますが、実際、それじゃ、その担い手は誰なんだと。ほかからは来ないんです。

ここにいる、しかもにわか仕込みでは農業なんかとてもやっていけないんです。やっぱりやれ

るのは、今まで１０年も２０年もやってきたその方しか担うことができないんです。ですから、

その人たちをどう活用して、この地域を農業という基幹産業を活性化するかと。 

 今、大桶のほうあるいはきのうの質問の中でもありましたが、営農集団、４カ所できている

と。これからやろうとしていると。こういうのをどう成長させるか。あるいは公社、今ある農

業公社をどういうふうにして発展させるか。今、農業公社のあり方を考えて結局農産物の販売

もできると。ここまで行きそうだと。せっかく農業公社があっても、農作業の委託だけ、これ

では農業公社の意味、役割が３分の１以下、２割ぐらいしかないわけであります。 

 本来ならば、この農業公社が農業協同組合と同じぐらいの力を持って、この地域の農業の担

い手の皆さんがサラリーマン、年収３００万円、４００万円、可処分所得で。あるいはもっと

あっていいわけであります。そして、生活ができるような体制をつくらなければ、農業を担う

人は来ないわけであります。生活ができなければ当然これはどこへ行くかというか、これは勤

めに出るしかありません。 

 あった農地は自分でもって農地はどうするかと、放棄するしかないんです。今までは兼業と

いう形で何とか農地と会社勤めを両立してきましたが、年をとったら、もうこれできないんで
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す。それと定年を迎える、農業に専念するかと、６５歳を過ぎて、果たして若いときほどの意

欲を持ってやることができるのか。たとえそれをやったにしたって、１０年たてば７５歳ある

いは７０歳、こういう年齢になるわけであります。 

 ですから、この農業というものに関しても、これからどう建て直していくのか。あるいはこ

れを大きな視点で変えていくのか。こういうことが議論されるだけじゃなくて、もう既にこれ

からスタートをする時点に来ているわけであります。ですから、待ったなしなんです。この待

ったなしの状況をどうするかというのが、これから私が質問をする内容になるわけであります。 

 それと、再生可能エネルギー、メガソーラーに関しては、企業が来て電気を起こして、そこ

で売って銭をもうけるわけですから、ただ、うちのほうは地代が入ると。このぐらいの程度の

ものですからさほど……。企業がやるわけでありますから、これは結構であります。また、こ

れも来たほうがいいわけであります。多少は雇用の創出になると思います。 

 しかし、問題は太陽光発電、これは栃木県でも今約３７％、このぐらいの電力を賄うぐらい

の太陽光発電の需要がふえてきたわけであります。もう既に６,０００件、去年度は。ことし

はもう足りないと。補正を組んでいるわけです、県のほうでも。ですから、この太陽光発電、

これを重要視するということは、本来ならばあの給食センター、しかし、給食センターはあれ

はだめだ、半分ぐらいは朝は日が当たらないんです。ですから、本来ならばあそこで賄う電気

は太陽光発電で全部できるぐらい、建設当時からやっているわけです。そうすればよかったが、

それは日照時間が短ければ使えない。ゼロではありませんが効率が悪い。ですから、日本のあ

る町では、後でも提示しますが、約１０年前に那須烏山市では、この再生可能エネルギーにつ

いて県との共同で調査に入っているんですよ、ＮＥＤＯの援助のもとに８００万円かけて。 

 そして、どういう調査をやったかというと、同僚議員が言ったように、この地域は栃木県で

２番目か３番目に日照時間が長い。だから、これは太陽光発電に向いている。だから、この地

の利を生かさなければ意味がない。しかし、それじゃどうするのかといったときに、まだまだ

太陽光発電に関する一般市民への周知徹底がされていない。１キロワット当たりに幾ら、県も

国も市も補助をくれるんですよ。こういうのがなかなか浸透していない。 

 １００万円以上かかる、しかし、うちのところは何キロワットの太陽光発電を設置するかと

いうようになったら、１キロワット当たりに普通４２円、そうするとそれが４キロあったら。

それで余った電気は売れるわけです。こういうシステムが今あるわけです。制度が。そういう

制度をどう利用するかと、これは計画なんかじゃなくて、これは市民にこういう制度があって、

こういう利点がありますよということを知らせるだけで、じゃあ、うちも来年からそれ入れる

かと。１０年以内で元取れるのならいいだろうと。それじゃあ、やるかと。 

 そういうふうにすれば、この市の中から東電に払う電気料がうんと減るわけであります。で
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すから、私が試算したところによりますと、１万世帯を今切っていますが、それにしたって

１件、１万円から８,０００円ぐらいのものをやっておけば、大体１億円ぐらいの金が出てく

るわけです、毎月。東電に払うわけです。ですから、そういうものが出なくて済むということ

は、それだけ家庭が潤うということなのであります。 

 それと市もそうであります。ある岩手県のほうの町では、風力発電あるいはバイオ、こうい

うものをやって循環型のものをやってどういうふうにしたかというと、町の全てですよ、全て

の消費電力の２倍、これを再生可能エネルギーで賄っている。こういう例もあるんです。それ

は旧烏山の時代でありますが、今から１０年前、この計画を実施していれば、既にこのまちの

消費電力の大半を賄うことができたんです。 

 しかし、それをなぜか中止してしまった。まだ、再生可能エネルギー、原発事故が起きてい

ない。そういうふうな先見者がいたわけであります。今、故人になりますから佐藤四郎、上境

から出た議員が必死になって動いてＮＥＤＯと県とそういうものに交渉して、また特別委員会

までつくってスタートしたわけであります。 

 しかし、佐藤議員は残念ながら故人となりました。しかし、跡を継ぐものがいなくてそのま

まこの計画は消えてしまったわけであります。その計画を続けていれば、今ごろは全国各地か

ら視察に来たわけであります。掘抜の水道、耕便門、あそこを通っている農業用水でどのぐら

いの水があって、何キロワットの発電ができるかと。農業用水だけじゃなくて、そのころあそ

こでは窯業をやっていたわけです。その水力、水を使ってどのぐらいの発電ができるかと。こ

ういうものまで県との協力で全て調査をしてあったわけであります。 

 ですから、今、那須烏山市も再生可能エネルギー促進ということで計画をつくっていますが、

その計画までも行っていないんです。もうその計画を引き継いでどう調査するかと。あるいは

水を使うといっても、これ河川法の問題、それからできた電気をどうするかといっても、これ

は電気事業法に適合しなければ、電気をつくっても送電線に売って各家庭に電気を届けること

ができないわけであります。 

 ですから、こういう法律をいかにクリアするか。こういうところにもう着手をしていなけれ

ばならないわけであります。それとどういう機種を選定をするか。ここに２カ所の農業用水が

あるわけであります。南那須中心に小白井用水、農業用水、これに近いところでこれは西ヶ原

用水、この用水の水をいかにして発電をするか。こういうことも小水力発電で可能なわけであ

ります。そういう発電機がもう既に開発されているわけであります。 

 機種の選定、そして法的なものをどうクリアするか、場所はどこか。今、掘抜のあの昔製麺

所があった跡を使えば、民地でありますから交渉して、あそこに設置すれば３台は設置できる

わけであります。こういうものができるものをすぐに手をつけてやっていく。１つでも２つで
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もいいからそれに手をつけてやっていくというようなことを進めていかないと、いかにこの議

場で私が声高に執行部に対して言っても、これは物事が変わらないんです。進まないんです。 

 議会がいかに騒いでも結局、これはどういうふうにするかと。民間人がやるわけではありま

せんから、補助の問題も含めてこれから十分に議論をしていきたいと思いますが、ある補助を

使った場合には建設費の１７％で済むわけであります。１,０００万円かかったと、１７０万

円しかかからない。こういうことが可能なわけであります。 

 ですから、そういうものをいち早く導入をして、いかにして法的なものをクリアをして、今

から始まったって２年はかかるわけであります。これから３年も４年も計画を立てていたらば、

１０年たったってできないんですよ。それでは、市民が何が変わったかと思ったら何も変わら

ない。しかし、議場では議論をしたわけです。ここをいかに変えていくかと。これが一番重要

だと。 

 議場での議論もこれは当然必要であります。その次のステップをいち早くどういうふうにし

て進めていくか。先ほども道路の問題も出ました。いろいろな問題が出ています。それをどう

解決して実施していくかということになると、途中までいくとうやむやになっちゃう。計画は

つくりました。いつからやりますと。できても実際は変わらないと。人口そうでしょう。３万

人維持、３万人維持、８月１日でもう２万８,３３９人ですよ。もう次の年度には２万８,

０００人を切る。いかに騒いでも定住促進条例をつくろうが、何をつくろうが人口減に歯どめ

はかからない。これが現実なんです。 

 少子高齢化はどんどん進んでいくわけであります。どういう対策をとっていくのかと、だか

ら私は現状認識をしっかりしろと。そして、認識をした中でどう対策を打つか。これを政策を

決定していち早くこの問題を解決するのか。ここに問題があるわけであります。 

 ですから、私は、きょう、これからの質問の中で、きりで穴をあけるように１点ではありま

すが、ここを十分に深く掘り下げて、そして、できるのかできないのか。こういうところまで

私は議論を進めていきたいと、そう考えておりますので、ここでの時間が長くなると質問の時

間がなくなります。一応この辺で終わりにはしますが、どうしてもこの問題を私はこれからし

っかりとやっていきますので、ひとつ執行部のほうとしても、環境課が中心なので課長には悪

いけれども、しようがないな、役目だから。これ、しっかり答えてください。そんなことで今

回の私からの質問、まずはこれで終了をさせていただきます。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいまは１８番山隆四郎議員から、地域活性化について、その中

で農業、再生可能エネルギー、在宅介護、大きく３項目にわたって通告をされております。一
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部割愛もさせていただくということになりますけれども、順序に従いましてお答えを申し上げ

ます。 

 まず、第１番目の農業についてお答えをいたします。この中で地域農産物の特産化について

お答えをいたしたいと思います。市では地域の特性を生かしました特色のある農林水産物や加

工農林水産品を育成し、農村地域の活性化を図るために農林水産特産物の開発を行う団体に対

しまして補助をいたしまして、特産品化を進めております。特に、地域おこしにつながるよう

な特定な農林水産物の栽培や加工農林水産物の生産を支援をし、本市独自の特色ある付加価値

の高い商品の開発を目指しております。 

 これまでに芋焼酎、夏そば、食用菜種油を特産品化いたしまして商品化もいたしております。

また、平成２０年度から３年間にわたりまして、ＪＡに補助金を交付いたしましてぽろたん栗

の開発に成功いたしております。昨年は予定より前倒しして出荷したところ、４４キロと少量

ではございますが、１.３倍の値がついたと聞き及んでおります。 

 昨年度の補助金交付実績は３団体３７万円でございましたけれども、全て商品化したところ

でございます。うち烏山線の縁起駅の旅せんべい組合がつくりました七福神せんべいは、関係

機関との協議に時間を要しましたけれども、商品化がことし７月末にずれ込みましたけれども、

観光協会の梅みそドレッシング、ＪＡなす南洋野菜部会のカラス大根、これは補助金を上回る

売り上げがございまして、市のＰＲに寄与したところでございます。 

 本年度も昨年に引き続き、ＪＡなす南洋野菜部会あるいは烏山線縁起駅の旅せんべい組合に

２５万円を交付をいたしましたが、カラス大根は東京シティ青果へ出荷をいたしまして、流通

量が少なく希少価値が高いにもかかわらず、安定供給できる体制が高い評価を受けております。

また、七福神せんべいは、山あげ祭、いかんべ祭におきまして、土産物として好評を得ており

まして、ことしスカイツリーにオープンしたばかりの東京ソラマチのとちまるショップに登録

を検討させていただいております。 

 一方、民間事業者との協力体制による特産品開発も進めております。平成２３年１月に協定

を締結いたしましたフタバ食品とは、本市の農林水産物や加工品等を使った特産品の共同研究

開発を進めておりまして、ＰＲや販売にも協力することといたしております。これまでに本市

特産の中山カボチャあるいはみなみちゃんカボチャ、梨、これらを活用した商品を試作をいた

しまして、議員各位にも試食をしていただいた経緯がございます。今後、商品化に向けてさら

に連携協力を今進めているところでございます。特に、フタバ食品は高速道路サービスエリア

を運営しておりまして、販路開拓につきましても期待をしております。 

 また、先ほど申し上げました県のとちまるショップは、好評を博していると聞いておりまし

て、これらを有効に活用して販路を開拓してまいりたいと考えておりますが、まずは市を代表
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するような特産品の開発に力を入れなければならないと考えております。 

 なお、清流那珂川水系の良質の水で育った米のブランド化も期待できるのではないかと考え

ておりまして、コシヒカリ米に勝るとも劣らない食味の宇都宮大学が開発をいたしましたゆう

だい２１も脚光を浴びつつございます。これらのブランド化も検討してまいりたいと考えてお

ります。 

 道の駅の進捗状況については割愛をさせていただきます。 

 次に、再生可能エネルギーについてお答えをしたいと思います。まず、御指摘がありました

メガソーラー事業プロジェクトについてお答えをいたします。既に御案内のとおり、市といた

しましては平成２４年度を再生可能エネルギー元年と位置づけまして、積極的導入、活用を進

めております。特に、太陽光の利活用を最優先に取り組みます那須烏山市サンライズプロジェ

クトを積極的に展開することとしておりまして、御質問のメガソーラー事業につきましてもサ

ンライズプロジェクトの一環として誘致活動を進めているところでございます。 

 現在、とちぎサンシャインプロジェクトの市内４候補地のうち、２候補地において事業者が

決定をいたしておりまして、１候補地が交渉中という状況であります。このほかにも民間レベ

ルにて本市へのメガソーラー整備が計画をされるなど、今後の進出に大きな期待を寄せており

ます。今後はメガソーラー設置に向けた財政支援策や優良敷地の確保など、本市独自の誘致策

も検討してまいりたいと考えております。 

 次に、再生可能エネルギー導入計画の方向性についてでございます。ことし２月に策定をい

たしました再生可能エネルギー導入・活用推進計画に基づきます事業展開を基本といたしまし

て、計画的推進を図っているところでございます。当計画は、前期環境基本計画の残期間であ

ります２カ年を対象といたしました実行計画の位置づけにあたりまして、太陽光の利用を最優

先した那須烏山市サンライズプロジェクトを積極的に展開する期間といたしております。 

 また、再生可能エネルギーの１つとして注目が集まっておりますのは、今、議員も御指摘い

ただきました小水力発電及びバイオマス発電、これにつきましてはいまだ解決をしなければな

らない多くの課題を抱えておりまして、時間をかけた調査研究が必要でありますことから、将

来的な導入活用を見据えた先進事例、効果的活用に向けた具体的調査・研究を進める期間とし

て位置づけております。 

 一方、国土交通省では、小水力発電の導入を後押しするために、農業用水路に設置する際の

手続を簡素化いたしまして、水利権を持つ農家などの同意を得ることができれば、国や都道府

県の許可を不要とする方針を先月８月に決定いたしております。これにより、申請準備から許

可が出るまで３年もの年月を要していた準備期間が、約１年程度にまで短縮できることになり

ます。許可手続上の大きな壁が１つ解消される形となりました。 
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 また、市といたしましては、ことしの８月から市有施設１９カ所の電力購入先を東京電力

（株）から特定規模電気事業者、いわゆるＰＰＳでございます、に移行いたしました。これは

民間の大規模発電所でございます。この議場もその電気を使っております。事業者は最も削減

見込みが高いミツウロコグリーンエネルギーに決定をして、２カ年間の契約締結を行いました。 

 この事業者は、本社が東京でございますけれども、バイオマス発電にも精通したノウハウを

有しております。このバイオマス発電に関するアドバイザーとしての役割も期待できるものと

考えております。 

 市の導入活用推進計画の策定からわずか半年余りの間に、再生可能エネルギーに関する動き

は時々刻々と変化をいたしております。こうした状況を踏まえまして、小水力発電及びバイオ

マス発電につきましても、本格的な調査研究に着手をする必要性を強く感じております。政府

のエネルギー政策をめぐる討論型世論調査では、原発ゼロへの支持が約半数を占めておりまし

て、脱原発を求める世論の傾向が鮮明となってきております。 

 こうした結果を受けまして、政府のエネルギー環境会議では、総発電量に占める原子力発電

の割合を２０３０年代前半の原発ゼロを目標とする方向で検討に入った。このような発表がご

ざいます。 

 また、平成３２年度までの経済成長戦略をまとめた日本再生戦略は、医療、環境、農林漁業

の３つを重点分野といたしまして、財源を優先的に確保するために、平成２５年度予算編成か

ら重点枠が設けられることになっておりまして、歳出を削減した額の最大４倍までエネルギ

ー・環境分野で予算要求ができる仕組みが示されております。 

 再生可能エネルギーの普及促進は、いまや国を挙げた重点戦略として積極的な取り組み、推

進が図られようといたしております。こうした国の動向や他市町村の導入事例を注視をしなが

ら、那須烏山市サンライズプロジェクトを最優先とした展開を図りつつ、小水力発電、バイオ

マス発電につきましても、前倒しによる導入検討を進めてまいる所存であります。 

 現在、急ピッチで策定が進められております政府の革新的エネルギー環境戦略の内容を十分

に踏まえ、再生可能エネルギー導入・活用推進計画の見直しと後期環境基本計画の策定準備を

進めてまいりたいと考えております。 

 次に、在宅介護について答弁を用意いたしましたけれども、よろしいですか。在宅介護につ

きましてお答えをいたします。本市におきましては、少子高齢化が急速に進行しておりまして、

平成２６年度には６５歳以上の高齢者人口、高齢化率が３０％を超える見込みとなっておりま

す。また、団塊の世代が７５歳を迎える平成３７年には、高齢者が最も増加する一方、それを

支える世代の人口は減少して、現体制のままで高齢期を迎えることが大きな社会不安となって

おります。 
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 このため、市といたしまして、在宅介護の推進は重要課題であります。第５期高齢者福祉計

画の中でも、地域包括ケアシステムとして提示をいたしております。地域包括ケアシステムは、

高齢者が地域で安心して生活するために、医療、介護、生活支援を切れ間なく提供していくも

ので、その実現には２４時間在宅医療、訪問看護やリハビリの充実など医療との連携強化、

２４時間対応の定期巡回、随時対応サービス等の在宅サービスを初め介護サービスの充実強化、

要介護状態とならないための予防や自立支援型介護など、介護予防の推進、見守り、配食、買

い物などの生活支援や財産管理などの権利擁護の充実など多様な生活支援サービスの確保と権

利擁護の推進、高齢になって住み続けられる高齢者住宅整備等が必要であります。 

 このような中、在宅介護に向けた明るい話題もございます。これまで訪問看護の空白地帯で

ありました本市に、ことし５月、民間の訪問看護ステーションが開設されたのでございます。

同時に、那須南病院でも訪問看護を開始するなど、在宅医療、介護サービスの充実に向け、少

しずつながら環境が整備されつつございます。 

 市では今後も関係機関の協力を得ながら、医療、介護の連携強化・充実に努めますとともに、

介護予防や多様な生活支援サービスの確保に努めてまいりたいと考えております。 

 また、高齢者の施設整備につきましては、第５期介護保険事業計画に盛り込んでおりますが、

心身の状態に応じまして在宅や通所、短期宿泊により、介護や日常生活を送ることができる小

規模多機能型居宅介護拠点施設の整備も予定をしているところでございます。今後も引き続き

高齢者が在宅で安心して生活できる環境整備に努めてまいりたいと考えております。 

 以上答弁終わります。 

○議長（中山五男）  １８番山隆四郎議員。 

○１８番（山隆四郎）  今、市長から答弁をいただきました。まず、農産物の特産化とい

うことでありますが、大根であるとか煎餅であるとか、中山カボチャであるとか、梨であると

か、米のブランド、これはゆうだい２１、これは宇都宮大学の開発チームが開発をいたしまし

たが、これはもう既に全国にこの種が売られているわけであります。栃木県だけだったらよか

ったんですが、これは栃木県だけには抑えられないと。今、大学も独立行政法人ということで、

お金がなければやっていけない。今までみたいに国立だから幾らでも国から来た、そういうわ

けにいかない。こういう制度でありますから、これは全国に行っています、この種子を。 

 ですから、このブランド化というものは、那須烏山市のブランド化でも、これはもっと得意

なものをつくる。これはインキュベーターセンターというものを使いながら、宇都宮大学の教

授あるいはいろいろなところと協議をしながら開発を進めていく。それを宇都宮大学だけで足

りなければ、県の既にある農業試験場、こういうものも使いながら、ぜひともこの開発には力

を入れて、そして農家が１俵１万２,０００円とか３,０００円とか、ことしあたりは大分いい
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ようでありますが、せめて１俵５万円とか６万円で売れるぐらいの米をつくれば、農家はやっ

ていけるんです。 

 １万２,０００円が１万円になっちゃった。そのほか今度はＴＰＰ問題になったらどうする

んだと。今、米は７００％の関税がかかっているわけであります。ですから、大量に入ってこ

ない。しかし、年間７０万トンは輸入しなくちゃならない。こういう制度になっているわけで

ありますから、これが外れたら大変なことであります。それを農家に補塡するだけの国家財政

が日本にあるのかといったら、とてもそんな金はありません。ですから、自分で守らなければ

ならない。そのためにはどうするかと。 

 この那須烏山市の米が逆に海外で５万円でも１０万円でも売れると。そのぐらいのものを開

発しなければ生き残っていけないというのが私の持論であります。また、そのほかに中山カボ

チャもこれはもう前々から中山カボチャ、中山カボチャと言っていますが、中山カボチャの部

会あるいは中山カボチャをこれから生産する人も減っているでしょう、今。ふえているんじゃ

ないんですよ。どんどんどんどん高齢化によると、結構カボチャの収穫というのは腰にくるん

ですよ。あのカボチャを２つか３つかごに入れて、軽トラックまで運んでいくわけですよ。中

腰での作業が多いんです。 

 ですから、若い人でも大変なわけです。そういう仕事ですから、これはブランド化と言って

も生産量が減ってくれば、これはもう市場ではだめなんですよ。相手にしてくれないんです。

せっかく需要があるんだが、生産量がないんじゃ、これ、だめだと。それと、中山カボチャの

生産が生産者に聞くと非常に難しいカボチャだと。苦みが出たり、あるいはざくざくだったり、

本来の中山カボチャの味が出ないのが多少出てくると。こういう非常に難しい品種を大量に生

産して、そしてブランド化して市場に出していく。そのときにはカボチャ１つだって１,

０００円やそのぐらいじゃあわないんですよ。 

 １個のカボチャが私は１万円とは言わないが、せめて３,０００円、５,０００円で売れるぐ

らいの、それでも買うという人が出てこなければ、またそういうカボチャを生産しなければな

らない。しかし、この難しいカボチャを誰が生産するんだといったら、生産者はふえないんで

す。逆に減っているんです。そうすると、これもなかなかこの地域に根づいて農業振興の役に

立つのかというと、これも難しい。 

 先ほどの大根、これはカラス大根と言いますか何と言いますか、少量であって、市場では好

評であるというような話でありますが、これもこの大根をどういうふうにして本当に商品価値

を高めていくのか。こういうことを１つ１つやらないと、結局農家は生産してもそれで食って

いけない。これは生産時期が合うかどうかダブるかどうかわかりませんが、カボチャをやった

り、あるいはこの大根をやったり、あるいは米をやったり、せめてこういうブランド化された
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ものをつくっていれば、農業を継続できる。それだけの収入がある、確保できると。こういう

目鼻が立てば、これは農業を継続する人あるいは農業に参入してくる人がふえてくるわけです。 

 これが本当の活性化なんです。今の状態では、活性化どころじゃなくて衰退なんです。です

から、こういうものをどういうふうにして活性化するか。これはもう生産者と一緒になってや

らなくちゃだめなんです。しかし、農政課というのは、農業政策の大きな計画はつくるが、実

際カボチャのできはことしどうだろうか。大根のできはどうだろうか。米の状況はどうだとか、

これを現場を回って見ているのか。そんな余裕はないでしょう、災害復旧で今、とてもじゃな

いけど。 

 だから、ここの市は、どこもそうでしょうが、農業普及塾があるわけじゃなし、誰が担って

この農業に対する農民に啓蒙をするか。それを一緒に汗を流して１年かかってその作物を見守

らなければできないんですよ。そういう部署をつくるのかつくらないのか。そして、２年でも

３年でもやって、有用な効果が出てきた。それはインキュベーターセンターで書物なんか読ん

でやっていたってこれは農業なんか始まらないんです。農業が始まるというの、この暑いとき

も寒いときも、雨でも何でも、それは農地へ行って作物を見ることなんです。そしてどうする

か。こういうことを一緒にやって初めて１つのものを完成していけるんです。 

 今までの農政課、これは本当にもう国とか県とか、ああしなさい、こうしなさい。そういう

ものの書類をつくって提出しておしまいですよ。実際、本当に農家へ行って作物を見たり、こ

としはどうだと、あるいはこうだと、それじゃあ、これは専門家に聞いて何とかしようか。そ

して、１年でも２年でも早くいい作物をつくるか。これをやらなければいつまでたったって、

これは農業の振興にもならないし、特産化と言っても特産物が出てこない。だから、結局何も

変わらずに衰退する一方だと。 

 こういうふうに私は考えますが、農政課でも市長でもどっちでも結構ですから、こういう考

えは農業というものに対して市が現場に足を運んで農家の人と一緒に、作物を見たり、研究し

たりする。そういう部署、人なんかいないでしょうから、何人でもそういう専門家をつくって、

そういう部署をつくる気があるのかないのか。この辺からひとつお尋ねをいたします。 

○議長（中山五男）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  作物関係の確認というお話でしたが、大変申しわけありませんが

農業大学を出ている職員というばかりではありませんので、専門的には見て評価できるという

ことは圃場ではなかなか難しいのかなというふうに感じておりますが、県の農業振興事務所も

統合されまして矢板のほうに行ってしまいました。その分、お一人、県のほうから農業支援と

いうことで常駐していただきまして、水曜日は休みなんですが、その方が４町掛け持ちになっ

ちゃうわけですね。ですので、目が届かない。しかも、その方の専門分野というのは１個です
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から、米から野菜から果樹までというわけにはいかないので、その際は、その方から矢板にあ

ります塩谷南那須農業振興事務所のそれぞれの専門普及員に連絡をしていただいて、例えば病

害虫に侵されたとか、その際の薬の施用の仕方、そういうもの指導は完璧にとは言いませんが、

やっているつもりでございます。 

 さらに、各農産物の市場への目ぞろい会等がございます。それらの際には、私もしくは主幹

なり係長が行って、今年度のできとか市場の価格の問題とか、そういうものは勉強しているつ

もりでございます。ただ、専門的にということで見るという知識が若干ございませんので、申

しわけありませんが、それにはやはり県の普及員の力をお借りせざるを得ないということです

ので、ちょっと手が回らない部分も確かにあるのは事実でございます。 

 ブランド品化にする製品、今、農業生産物も商品化の時代なんですね。ですから、農家は農

産物を生産するんじゃなくて、農産物を商品化するという意識を持って生産していただくよう

な指導をさせていただいております。その中で、農業者のみずからの努力によりまして、新品

種のそういう農産物の開発等に取り組んでいただければ、市としては農政課としては支援をし

てまいりたいというふうに考えていますが、まだまだ行き届かない点がございますのが事実で

ございます。 

○議長（中山五男）  １８番山隆四郎議員。 

○１８番（山隆四郎）  農政課長からそういう答弁をいただきましたが、市の姿勢という

ものがまず問われるわけであります。これ、活性化、活性化って言うけれども、じゃあ、その

活性化どうするんだと、具体的に。俺らは毎日このくそ暑いのに畑へ出て仕事をしていて、う

ちへ帰って１杯飲んで寝て、朝早く起きるのが精いっぱいだ。そんなことできないよと。それ

じゃ、誰がやるんだと。そういう部署はもう市にはありません、つくる気もありません。ただ、

もう手いっぱいです。それで農業の活性化と、こういうことが図られるのかと。これは農業で

も農産物でも何でもそうでありますが、本当にその市のあるいはその農民のための施策をやっ

たというのは、やっぱり誰かが努力をしているんですよ。 

 中には農家の方が自分で自力で開発をしたり、あるいは先ほどの第６次商品化、つくったも

のを自分で加工したり、自分で値段をつけられなければだめなんですよ。これ、値段は誰かが

つけるんですよ。１本１０円で売っているものが店先へ行くと、スーパーへ行くと１００円で

売られている。その９０円、誰が取っちゃったんだ。輸送コストである、箱代である、何だか

んだみんな取っちゃうわけですよ。そして、農家に入ってくるのはたった１割か２割です。そ

んな農業じゃやっていけないんですよ。それが１本１００円に売れるのなら、おらつくるから。

１,０００本でも２,０００本でもつくってみるか。 

 そういうものを誰が指導して、この土質に合ったうまい大根は誰がどうするんだ。それを地
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質調査から始まってそういうものを全部やるのならば、市の職員ができなければ、そういう専

門家がいるでしょう。そういう人に何で委託をして商品を本気になってやらないのか。ここな

んですよ、私が言いたいのは。それでなければ、同じことを同じ何十年もやってきた農家の人

が、あしたからがらっと変えて何かができるなんていうことはないんです。 

 ですから、そういうものを支援する部署であるとか、支援する先というものをちゃんと見き

わめて、試験場もあるわけであります。宇都宮大学の農学部だってあるわけでありますから。

先ほど言ったフタバ食品の協力が得られるということであれば、アイスクリームだけじゃなく

て、やはり何かあるわけですよ。ここからできるものが。 

 そうすると、中山カボチャで早くブランドものになったやつだって、それでアイスクリーム

をつくったらうまいものができた。そういうことができるわけだから、それはそういうシステ

ムになっていなければ農業活性化にはならないんだと。こういうことがアイスクリームなんか

は中山カボチャのうらなりのほうでも何も問題ないということだったら、それをつくればいい

でしょう。それにはそんな開発期間２年も３年もかかるわけはないと思います。市長、どうで

すか。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  先ほど農政課長の答弁の中で、誤解がないように私からも補足をさせ

ていただきますが、農業普及員あるいは農業のこれを手をこまねいているということでは全く

ないのでございまして、県からのそういった指導員も１名いただいておりますし、あと常にＪ

Ａそして農業公社あるいはこういった県の振興事務所、そういったところと常に連携をしなが

ら農政については進めておりますので、そういった協力体制は万全でございますので、この市

の単独でもってそういった組織は今のところないというようなことでございますので、ひとつ

御理解をいただきたいと思います。 

 それで、その今、栃木県のフードバレー構想がございます。それに那須烏山市は同調する形

で参加をさせていただいております。その一環といたしまして、付加価値をつける商品といた

しまして、宇都宮のフタバ食品と連携協定を結んだという経緯がございます。そういう中で、

この商品開発、今、もちろんフタバ食品はアイスクリームが主産業でございますが、もういろ

いろな種類の冷凍食品をやっております。そのようなところから、今は餃子あるいはその食材

といたしまして、フタバ食品は餃子のメーカーでもありますから、そういった中で、今、この

那須烏山市の豚肉を、報告によりますともう既に６トンを超えているのかな。豚のひき肉とロ

ース肉です。これはロース肉はレストランでしょうが焼きに使うロース肉ですけれども、あわ

せて豚のひき肉、これは餃子にたくさん使いますから、そういう中で、もう６トンを超えるよ

うな仕入れを行っていただいておりまして、そういった原材料の具体的な商品化というか、活
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性化も今進めさせていただいております。 

 御指摘いただいた中山カボチャについても、試作品ができまして恐らく近いうちに新商品が

出るというふうに思っております。これも栃木県の産業振興協会というところを通しての商品

がいいだろうというような先方の社長のお話でございましたので、そういったところで、メジ

ャーの商品の一環としてこれが育てばなと思っておりますし、いろいろとそのほかにもこの特

産品を使った食材が那須烏山市にはたくさんございますので、今、旬を迎えております梨もそ

うでございます。梨も全てが売れるわけではございません。やはり形が悪い、あるいは早く落

ちたということについては商品価値がなくなります。そういった商品を捨てるのはやはり大変

もったいない。そういうところから、付加価値をつける商品価値の研究にも取り組んでいます。

そういったところででき得る、今特産品の開発あるいは農業施策もいろいろな関係団体と連携

を組みながら進めておりますので、どうかその辺のところの御助言をいただきたいと思います。 

○議長（中山五男）  １８番山隆四郎議員。 

○１８番（山隆四郎）  市長の答弁では、中山カボチャも今、製品を開発中だと。近々に

出るだろう。梨でもやっていくと。こういうのは今までであれば捨てていたものだから、それ

が現金化されれば、それは多少なりともその生産農家にとっては役に立つわけであります。 

 それをもう一つ進めて、その開発したものはこの地域のどこかで売れると。そうすると、値

段も自分たちでつけられると。ここなんですよ、問題は。つくったはいいけれども、値段はつ

けられない。そうすると、フタバ食品はもうかるけれども農家は大してもうからない。これで

は困るんですよ。 

 それは、やはり肉の問題でも、６トン納めていると言いますが、個人の養豚農家、ここは養

豚農家少ないんです、養豚をやっているのは神明畜産ですよ。その量の大半は神明畜産から行

っているんですか、どうですか。そうでしょう。 

 そうすると、農家の収入ではないんですよ。こういう量は結構でありますが、やはり何か違

うものを、今、豚なんていうとまあどこのところでもやっていますがね、何かわけのわからな

い菓子だか何だか北海道に行って何とかつくったら売れてしようがないとか。こういうものが

何かちょっとアイデアをひねったら何とかなっちゃった。 

 こういうものを含めて、何の問題でもちょっと時間かかっちゃうのでソーラーまで行かない

かもしれないけど、この問題で言っても、これは本当に農業問題というのは、この地域の大き

な基幹産業であったものがなくなるということは、これは本当にこの地域の損失なんですよ。

ですから、私は農政課にも、市長も今答弁がありました。県の農業普及員だとかいろいろな人、

こんなものの人を待ってたらいつまでたったって来ないですよ。そのうち作物が枯れちまう。 

 今度の中山カボチャも不作があるというのも、何かというと天候異変ですからね。この天候



平成24年第７回９月定例会 第３日 

－225－ 

異変のときにどういうふうに対応するか。こういうのが専門家じゃなくちゃわからないんです

よ。 

 それだって対応しきれないでやっぱり品薄になる。そうすると、ちょっと違うものを出すと、

さっき言った粗悪品が出回っちゃう。こういう問題なんですよ。ですから、やはりこれから、

本当にこの農業というものに対してどういうふうにするんだと。ほかの市町村がやっているよ

うなことをやっていたんじゃ絶対だめですよ。これは本当にもう人口問題で明らかでしょう。

３万人維持、３万人維持と大騒ぎして何ですか。２万８,３３１人、８月１日、来年度までに

は恐らく２万７,０００人台に突入する。こういうふうな状況ですが、これ、人口問題は手の

つけようがないです。 

 なんぼ笛を吹いたって踊らない。だって、今、教育費に金はかかるし、給料は下がっていく

んだもの。子供なんかつくっている暇ない。働くのが精いっぱいです。こんなもの、人口増対

策って定住促進もやっています。あれをやったってふえない。歯どめもかからない。だったら、

あの金違うところに使ったほうがいい。年間に２,５００万円ぐらい補助金出すんでしょう。

そうすれば、本当に農業でこの町を復興させようというのであれば、これはそういうものに使

って市民の理解を得るということだってできるはずです。 

 何で、これ、私はそんなことを言っているかというと、これは農業センサス、これは５年に

１回やるんですが、この５年に１回やる数値を見ると、拾ってみたんですが、まず耕作放棄地、

５年で１００町歩ですよ。１００ヘクタール減っているんですからね、確実に。５年間ですよ。

これから５年、もっと減るわけです。これはこれから各年代別の就農者の構成人口を発表しま

すが、とにかくひどい数字です。この１００ヘクタールというものは毎年耕作放棄ですよ。こ

れ、どうしますか。 

 １００町歩といったら１つの集落の田んぼだけ見たって、私なんかがすぐ計算できるのは、

那珂川で３６町歩、荒川あたりでも２０町歩、それともう一つは江川を入れたって１００町歩

にはいかないんです、６０町歩ぐらいです。そのぐらいの面積が５年間で失われてしまった。

これからもっと失われる可能性が十分にある。 

 それともう一つは、農業従事者、この人の構成年齢です。これを見たらびっくりするでしょ

うが、今、１５歳から１９歳、那須烏山市ですよ、これで従事者が、これは戸数ですけどね、

従事者はまた別ですが、戸数は３２戸しかない。それで、２０歳から２４歳までが１９世帯。

２５歳から２９歳までが１６世帯、これ、那須烏山市全体ですからね。２５歳から２９歳まで

は何と１１世帯しかない。こんな少なくて那須烏山市の農業はやっていけるのか。４０歳から

４４歳まで１５世帯、４５歳から４９歳まで１９世帯。そしてこれからがふえてくるわけです。 

 まず、５０歳から５４歳が３５世帯、５５歳から５９歳までが６９世帯、６０歳から６４歳
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までが１４７世帯、６５歳から６９歳までが１５４世帯、７０歳から７４歳までが１９７世帯、

７５歳から７９歳まで２２３世帯ですよ。１１幾つなんていうのはここに来て７５歳から

７０歳まで、これの世帯がこれ、あと１０年たったらリタイアですからね。８０歳から８４歳、

まだやっているんですよ、１４６世帯もあるんですよ。８５歳以上なんてよぼよぼでしょう。

とんでもないですよ、元気で元気でこれが７２世帯もあるんですよ。 

 ６０歳以上から８５歳以上までこの占める割合があと１０年、１５年、２０年たったら、こ

れみんなリタイア。そのかわり、１０代の人、２０代の人の農業をやっている世帯数がとんで

もなく少ないんですよ。だってそうでしょう。１５歳から１９歳まで３２ぐらいしかいないん

ですよ。これで、この南那須の農業を守れるのかと。どこかから人を連れてくるか、この人た

ちをいかにして農業で稼げるようにするのか。この問題を解決しなかったら、この農業は壊滅。

同僚議員が烏山の町のシャッター通りになっちゃったって言うけど、商店だけじゃないんです。

いずれこの問題は農業まで波及してくるんですよ。そうですよ、８５歳だってまだやっている

んだからね。よほど丈夫じゃなくちゃできないです。半端なよたよたなんかして俺みたいだっ

たら、農業なんかできないです。これ、すごいですよね。７５歳から７９歳までが何と２２３ 

世帯ですよ。こういう状況だもの、これからどうするんですか。頭の痛いところじゃないです

よ。頭なんかで考えたってどうにもならない。 

 これが現実だと。こういうことで、実際６５歳以下が何世帯ぐらいあるかというと、今は１,

３２１世帯、これが９３９世帯がなくなった場合には３８２世帯。この世帯、全体ですからね。

旧烏山市なんていうのは２件しか残らないんですよ、たった２件ですよ。こんな状況でいかに

烏山は町だからといって、田んぼ畑ないかというとそうでもないでしょう。掘抜の人だって表

地区だって田んぼあるわけですよ。２件ですよ、これ。 

 その次にひどいのは向田です。今１０９件あります。９１件がなくなっちゃう。１８件しか

ない。１８件じゃこれもひどいね。そういう状況、何とか残るというのは南那須の荒川地区と

かあるいは下江川地区、南那須地区はまだいいんです。しかし、烏山地区だって七合だって

７２件ぐらいしかない。今は２５０件あるんですからね。境地区だって１７７あったって

３１件ぐらいしかない。先ほど大木須の問題で前に発言をした川俣議員が、こうやって活性化

して農業を何とかしようと、大木須の傍聴者も来て何とかしようと。まちづくりのプランもつ

くったと。しかし、この状態であの土地が守れるのか。だって、ほかから人を呼んでくるか。

古民家に住ませるかって、住まないですよ。 

 実際都会のマンション暮らしの人があんなところへ来て生活したら、冬は寒いし、夏は暑い

し、蚊は来るし、カエルも何かの音がうるさくて眠れないような話ですよ。人はいなくていい

けれども、蚊帳でもつらなければ眠れない。だから、もう本当に危機的状況なんです。これが
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現実だ。この現実をどうするのか。 

 だから、これは減反数も農業人口も減ってくるが、今、やっているのはどういうことかとい

うと、これは今、最小からやったのはなぜかというと、大桶です。大桶が営農集団をつくった

んです。この営農集団は大桶では大体水田だって結構大きな水田を預かっていますよ。これは

構成メンバーが３０戸、そして水田が３０町歩、麦が１６町歩、大豆８町歩、これを個人の農

家から預かって３０件ですが、これを３０件の農家が２０件になったって１０件になったって、

これができるというようにどういうふうにしてやっていくか。今から考えておかなくちゃ間に

合わないんです。 

 いかに水田だって、これは寄せ刈りからあぜ盛って、田植えから起耕から、収穫から、大変

だからね。それをこれだけの面積を１０件でもできるというぐらいの方策を考えておかないと、

これは続かない。そういう問題があるのだから、これ、どういうふうにするか。これを考えて

おかないと、営農集団というのはほかもあるんですよ。これは玉田と言って、矢板。水稲だと

か飼料米だとか、野菜、こういうことまでも含めてやっている。 

 それともう一つは、これは鹿沼、これは２６件で水田と麦だけですが、水田だけでも２４町

歩、麦２２町歩、少しずつこういうふうにして個人の営農から何人かの団体営農に切りかえて

いるわけです。ですから、これを大桶だけじゃなくて、今４カ所できた、現在まで。これを各

集落にふやしていって、そして、先ほど言った人口減になっても何とか水田は維持できる。こ

ういう方策を早目にとっておかないと、後手後手に回ったらどうにもならない。 

 さっき構成年齢を発表しましたが、それとあわせて、この１０年以内ぐらいにやっておかな

いと間に合わない。だから、４つじゃなくて、８つでも１０でも、営農集団ができると。そし

て、最低線のものは守っていく。こういうことをやっていかなければだめだと。 

 それともう一つは、農業生産法人、先ほど言ったこの農業生産法人などというのは、これは

今、鹿沼が一番すごいんですが、２７人ぐらいの雇用を生んでいるんですよ。それでもう一つ

はどういうことかというと、インターネットで買えるんですよ。商品を見て、ボタンを押して、

買い物かごに入れる。そうすると、代引きで送ってくるんです。この売り上げがでかいんです

よ。 

 ですから、こういうものも含めて、農業公社がいち早く取り組まなければ、そうすると値段

というのはその生産者がある程度決められる。うまければ、よければまた買うわけです。今の

あれだったら、渋井議員の話じゃないけど、パソコンでできるんだもの。東京にいようがどこ

にいようが、ボタンを押せばちゃんと買えるんです。それでものが届いてくるんだよ。あした

には代引き。玄関ピンポンとなったら、きのう頼んでいてもう来たかって。そういう時代なん

ですよ。 
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 だから、そういうものをいち早く取り入れている鹿沼はすごいというんですよ。ハトムギだ

けじゃないんだよ、焼酎もつくるんだからね。ここで芋焼酎なんてどのぐらい売れているのか

知らないけど、自分のところでつくって自分で値段つけているんですよ。それだもの、かなわ

ないですよ。 

 だから、そういうものをいかにしてやっていくか。私は遅いっていうんです。商品化できた

なんて言ってるけど、売ることができるなんてとっくの昔にやらなくちゃならない。この間、

それが今ごろになってやっと始まりましたなんて言っているから、いらついてくるんだよな。

課長の答弁だって決まっているもの。できないというのわかっているんだもの、聞いたってし

ようがない。 

 もっと紹介しなくちゃわからない。聞いている人もわからない。焼酎１本幾らすると思って

る。あの普通の焼酎、あれで２,３００円もするんだよ。ハトムギ焼酎。１,３００円だって高

いって言われている芋焼酎と違うんだ。ハトムギ焼酎の贈答用なんて４,０００円だからね。

こういうものも売っているんだもの。これじゃどうにもならない。米だってちゃんと売ってい

るんだからね。さつき米なんていって、鹿沼さつきだからな。何のところに名前だけつけて売

っているんだから知らないけど、３０キロで８,５００円だよ。６０キロだったら１万７,

０００円だからね。 

 こういうことをいち早くここも早く追いついていかなくちゃ。まだ、スタートラインにもつ

いていなんだ。これじゃ１周どころじゃない１００周ぐらいおくれている。だから、これもや

はり何とかこういう問題も解決していかないと、農地も農業も守れない。だから、これをやら

なくちゃだめだと言っているんだけど、なかなか進まないわね。それはそうだよ、決算見たっ

て、何見たって、結局なんぼあんなもの見たって変わりはない。ここで承認なんかしたって何

もならない。 

 自分の意見を言える最大の場所が一般質問だからな。一般質問以外に言えないんだもの。議

長にとんでもなく制止されちゃう。黙れって言われちゃう。だから、私はこういう意味で、こ

の農業問題に関してもここから本気になって解決する気があるのかないのか。ほかの事例を見

ながらも研究したほうがいい。こういうことを私は言いたいわけであります。 

○議長（中山五男）  山議員、この辺で１回切ってですね、市長ももう先ほどから答弁を

したくて困っているものですから。 

 大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  答弁をさせていただきます。まず、今、触れられたもので大きな視点

は後継者問題だというふうに認識をいたしました。この後継者問題については、議員が言われ

るように本当に一番那須烏山市の農業後継者問題は大きな課題であると思います。その後継者
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をどうするかということは、先ほどの集落営農あるいは集団営農ということが一番私は得策だ

ろうと思います。 

 さらに、今、財団法人になっております農業公社、これは農業公社の理事長の弁によれば、

生産法人化したいと、このような目的を持っております。近々生産法人をすれば、今、鹿沼の

農業公社をモデルとさせていただきたいと思っておりますので、そういったところを参考にし

ながら、生産法人化を目指しながら、そういったつくる自由、売る自由じゃありませんけれど

も、そういうスタンスでもって売り上げを上げていきたいと私は思います。 

 それと、インターネット販売も当然今、この時代でございますから、今、カラス大根なんか

はやはりそのような形で進められております。そのようなところから、カラス大根も帝国ホテ

ル初め東京のメジャーなシェフが今こぞって新鮮なものを求めるようになっています。そのよ

うなところから、この那須烏山市のカラス大根ならぬ那須烏山市というのはそういうことで大

変今、注目を浴びている団体かなと思いますけれども。 

 でもさらに、そういったところも含めて基幹の農業としては、これは絶対衰退させてはいけ

ませんので、そういったところを後継者も含めた形で市は大いに支援できるところは支援をし

ながら、集落営農、そして農業公社、ひいては先ほどの年齢層別の農業戸数が農業センサスに

基づきまして議員から御提示がございましたけれども、やはりシルバー人材センター、私は大

いにそれを活用すべきだと思っています。今、高齢者の雇用の場はシルバー人材センターしか

ございません。ですから、農業公社との連携の形で、農業の受委託を地域のシルバーに委託を

すれば雇用の機会もふえるし、さらにこの後継者の育成、指導にもつながっていく。このよう

なことを思いますので、そのようなところを視野に入れながら、この後継者を十分育てていか

なければならないと強く感じております。 

○議長（中山五男）  １８番山隆四郎議員。 

○１８番（山隆四郎）  今の市長の答弁の中で、シルバー人材にかけようと。これは非常

に必要なんですよ。シルバー人材は私も何回か使っていますが、来た人は仕事がないんだ。

１カ月に２回ぐらいしかないんだよ。これじゃどうにもならないですよ。シルバー人材には登

録はしてあるが、実際それじゃあ、１カ月の稼働日数といったら、２日ぐらいだよ。それも安

い賃金でやらざるを得ない。 

 だから、これ、よせ刈りなんかは、あの人たちはある程度農業を経験したあるいはその草刈

りの技術を持っている。全てではないが。そうすると、集落自体で今はやっていますが、もう

ちょっとできなくなれば、今度はそういう人に依頼をして、ここの集落のよせ刈りは年間契約

して頼みましょうと。このシルバー人材を生かすこともぜひ必要だと。だから、こういう問題

を含めて、これからやるやるじゃなくて、やれ。１歩でも２歩でも進め。そうすると今度は計



平成24年第７回９月定例会 第３日 

－230－ 

画をつくらなくちゃならない。これができない。 

 こんな計画なんかつくるよりも、やってみたほうがずっと早いです。そうでしょう。計画な

んか何枚つくったってなんぼつくったって１歩踏み出さなければ意味ない。そうすると、また

こまごました頭でいろいろ計算をして、そして、できました。さあ、どうしますか。そのとき

にやる人いないんだ。こんな計画では意味ない。それだったら、あしたからできるものをすぐ

やるかって。あるものはそろっている。そこをやっていかなかったら、だめだ。 

 だから、私はこれはシルバー人材センターだってそういうふうにして生かしていけば、少し

はこの生産農家だってものをつくっている人だって長くできるわけだから、それができなけれ

ば意味がないんです。そういうものを含めて、この農家の活性化、そういうふうにしてこれを

やっていって本当の活性化ができる。だから、もう計画は結構だから、１歩踏み出せ、実際に

やろう。こういうことを私は言いますが、計画がなければできませんなんていう人もいるけれ

ど、市長はどうですか。できるところからやっていく。 

○議長（中山五男）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  本当にスピード感を求められている今、農業施策でございますので、

意に沿うことができるかどうかわかりませんが、いずれにしても、スピード感を持った計画づ

くりは必要でございます。最初からやはりやるものからやれと言っても、なかなか計画倒れに

なりますので、しっかりした計画は私は必要だと思っています。 

 あとそれを縮めるスピード感を持つというスタンスが必要でありますので、やはり物事をし

っかりとやるには、いわゆるＰＤＣＡはやはり踏んでいかなきゃならないと思っておりますの

で、ただ、スピード感を持って対応するということにしたいと思います。 

○議長（中山五男）  １８番山隆四郎議員。 

○１８番（山隆四郎）  今、その計画が必要だって、やれることをやれ。計画を立てるな

と言っているんじゃないんです。計画は必要なんです。ただ、そのかわり、こと細かな計画な

んかもう要らない。現場に行ったら変わっちゃうんだから。特に農業なんかそうでしょう。お

天道様相手にばくちしているもんですよ。ことしの作柄はどうだ。それが農家の本心ですよ。

とれるかとれないか。そういう状況だから、いち早くこのものをやっていかないと、私は種を

まく時期を失えば、来年しか回ってこないんですよ。 

 だから、本当に市長はスピード感を持ってと、今、答弁がありましたが、本当にスピード感

を持ってこういう問題に、この農業問題だってやっていれば、半日だってやれるんだ。こんな

時間じゃとてもじゃないけどできない。入り口でおしまいになっちゃった。だめだ、議長に怒

られる。いつまで騒いでいるんだって。早く引っ込めって言われる。 

 だから、こういう問題を含めて私は１つの問題を、結局これはきりで穴をあけるようであり
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ますが、そういうふうにしてその厚い壁をぶち抜いていかなければ、まず、そういう小さいと

ころからでいいから、先進  を掘るようにして、そして本トンネルはまた後でやる。そうい

うふうにしなければ、時期を失うと。こういうことを私は言いたいわけであります。 

 再生可能エネルギー、困っちゃったな。ただ、この議場で皆さんにもあれしますが、再生可

能エネルギーに関しては、これも必要なものでありますので、これ、１つね、ぜひともこの議

会の中で再生可能エネルギー促進条例、これをこのまちでつくってほしい。これにちゃんとサ

ンシャイン計画ではありませんが、こういうのをせっかくつくっているんだから、この条例を

つくって、まず他の市町村にも範を示す。そして、こういうものをやっていますと。 

 ですから、ぜひとも特別委員会、まず、これをつくって１年以内、半年以内に結論を出して、

そして条例制定に結びつける。そのぐらいのことはできるはずだから、これ、皆さんどうです

か。大賛成ですか、大反対ですか。これは俺らがやる特別委員会で関係ないんだものこっちは。

特別委員会つくるということをぜひ、ひとつよろしくお願いします。そんなことで、もうあと

４１秒しかない。 

 とにかくいろいろな問題がありますが、これから１つ１つ私も質問をしていきますので、こ

の次の質問のときには在宅医療に関してもしっかりした答弁ができるように、またもう既にこ

れは始まっている。あなたなんかの言うことなんか聞いていられないと、俺らのほうが早いと

いうぐらいのスピードでもってやっていただきたい。これで私の質問を終了いたします。 

○議長（中山五男）  以上で、１８番山隆四郎議員の一般質問は終了いたしました。 

 今期定例会では一般質問に７名の議員の皆さんが登壇されましたが、まことに御苦労さまで

した。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（中山五男）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議は明日、

９月７日午前１０時から開きます。本日は、これで散会いたします。御苦労さまでした。 

［午後 ３時０６分散会］ 


